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秋田市#:内後城地績は、かつてから郷上史家のI::Jで淡安*氏ゆかりの地ともJわれております。

地形的にも1.:1本海を見下す日f?にあり、 t崎およ び秋11] 市街地にも近~r!総にあるため、 住宅地と

しては段通俗場所で・もあります。

と乙ろが私共が宅地造成を計画した段階で、秋山市教育委L1会より、アil1l!はiu物包h草地であるか

ら迫跡の試掘調子U)~必要であるという月i し III があり 、 II(H1l52"f12)] Iζ秋川城跡発縦訓代'J~務所によ

って分布調査の五IIびとなったわけであります。

その結果、造成予定地のほぼ全域にわたって大祉の陶総器あるいは住跡などが発凡された乙とか

ら 、 乙の度の発掘調査の実施とな っ た次第です。 造成_[~JJを中断して実路された約 9 ケ )J 1mの発町1

.淵抗によって井戸、住居、建物跡等iE重な文化遺産が数多く発凡されました。IUJくと乙ろによる と

!!!t~~な出土物と建物跡等は東北地方のみならず、 全国的にも此重なjfl跡という乙とであります。

市民への快適な宅地供給を使命としております私共が、千数百年jjijからfy・まれてきたi1時のma

跡に近代的な区画で構成された宅地を造成する乙とができるのも何かの臥|縁でありましょう。

乙のように口重なかっ大規模な遺跡を、私共独自の予算でe淵査し、数多くのm物の発掘そして記

録保存の一端を担う乙とができ、いまその結果を冊子と してまとめ上げる乙とができ ました乙とは、

文化財を愛する一市民として大きな喜びであります。

乙乙』と後減遺跡発銅調査報告f与を刊行 し、 秋田の郷土史研究の発展を希望するとともに、発縮調

査にど協力煩いた秋田市教育委員会、秋田城跡発掘調査事務所並びに関係各位に対しまして深く敬

意を表し感謝申しあげる次第であり ます。

昭平rl56"r3月

有限会社秋田地所

社長 長 岐幸一
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近年の急速な市街化地峡拡大とともに、宅地造成等工事による遺跡般療が各所で・行

われている。

乙の度発掘調査を実施した後城遺跡は、中世から港町として栄えた上崎の南方に脱

出し、さらに秋田市街1ζも近距鍛にあり 、宅地としては一等地と Jえるであろう。

市では、地元不動産会社より宅地造成計画か提示された段階で当地を追跡と認識し、

緊急調査に備うべく分布調査、および試掘調査を開始した。その結来、造成予定地一

帯にわたって遺様、jft物の存在か確認されたのである。

今曲の調査は、民間企業か原因者となる緊急調資としては県内で二例闘に数えられ

るものであるが、不動産会社の全面的な協力か得られ、順調iζ調行を完了するととが

できた乙とは本当に幸いであった。

発蝦調査の結果、秋岡城と関連の深い 8世紀から 9世紀の集議跡と、 企画的にも調

査例が少ない中世の集落跡、そして多訟の陶磁器類が発見きれたのである。乙れらの

発掘資料は土崎という港町の性格、あるいは流通経済史を思考する上でも、文献史料

の少ない秋田の中世史研究に2・重な一石を役じたと言っても過言ではないであろう。

開発が急速に進行し、破坊される遺跡か多い中で業者との協力のもとκ乙れだけの

成果か得られたζ とは、 「開発j と 「埋蔵文化財」という常に直面する問題に対して

大きな前進であり 、今後ともさらにー届の協力体制か縫立される乙とを願ってやまな

し、。

乙乙』ζ報告書をまとめるとともに今後の調査研究にと活州国く乙とを希望し、本遺

跡の調査を快くと承諾頂き 、全面的にご協力頂いた不動産会社秋岡地所並びに関係各

位に対して深く感謝の怠を表すものである。

昭和56年 3月

秋田市教育委員会

教育長佐藤博之
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l ノドdは昭和52iFI2月、 lu)53年4月-12月まで-行われた秋田市寺内字後滅的野iEする後減遺跡に

おける宅地造成に伴う緊急発鋸A査の報告密である。

2. 本.lHiはイjl別会社秋旧地所が主体者となり、事務局および発鋸.l'd1t，立秋川市教行委u会、秋山

峡跡発ぬi凋代'Il務所が担ちした。

3. 111上.itt物の'忠誠.1)および製凶は、秋田誠跡発鋸調資事務所の戦μが行った。

また、A>:l l Fの写只i火l版は、先制調査状況は各地区の担当職Liが、 1'-1卜...iil物は小俗、 ~4 .r.~;J;)が似

影した。

4. lil土泊物の石賀鑑定は秋旧~，~rr.博助館渡辺段、嵯峨二郎、機村側次郎、陶6銀総は1 ， ;)館長~l込修

介、秋田巧"，'ì~'戸協会代ぷ.fln~JHlX小野正人、 駒沢大学教授合田芳郎、 石JII~，~I1Jf事1:資料館山間雌樹、

一宮市史編算宝抗野弘tiJ、f>.k回4管内学協会々員福島彬入、木製品の材質盤itは林業経済#1(=会々il

長岐喜代治の久氏11:<::指導、 ど似~ g-をí{l.た 。 記して感謝の芯;をぶしたい。

5. 本古の執事は下記のctllが担当した。

小俗 正夫 第 日:章、第m:Ci:の第 5節 (E地区出十.瓦)、第W市の第4節

日野 久 第 l 市の第 2 節、 第 m :Cíの第 4 節 (遺物) 、第IV~の第 3 節

石郷岡誠 第 1:章の第 i節、第m::i立の第2・3邸、第rV:4Lの第 1・2節

四谷 降 第凪章の第4節 (遺精)

安 Ul 忠 rli 第m章の第 liin・第5節 (遺物及び住肘跡以外の遺稿)

組.(~;J;J 礼 手 第m章の第5節(住居跡)

6. なお本部の編集は小絵が行った。



調査事項

遺跡名

遺跡所在地

調査期間

調査面積

調査主体者

調査機関

調査員

調査参加者

遺物整理協力者

後城遺跡

秋国市寺内字後減

昭和53年 4月17日~昭和53年12月2日

17.443 m2 

有限会社秋田地所

秋田市教育委員会、秋田減跡発掘調資事務所

小松正夫、石郷岡誠一、日野 久、西谷 隆、安朋宏、市

五十嵐芳郎、佐藤 求、伊藤 得、小絵義巳、浜田 勉、

佐々木均、石郷岡孝喜、須田正人、酒井淳志、金 重樹、

武藤 浩之、佐藤俊行、三浦昭彦、神田 浩二、石坂 信子、

門間里美(県立金足農高社会科クラブ)、 武藤佑倍、

小玉正範、加藤正巳 (県立秋田高校)、 土田弘賀、

長沢安春、田村隆晴、古井金寿、長沢 ヒデ、長沢トヨ子、

桑原フヂヱ、桑原里子、桑原京子、大倉ヨシヱ、富樫アヤ子、

佐藤 京子、古城市太郎、星野守之助、池田重兵衛、 閉村忠一、

桑原平昌、桑原一寿、桑原民生、桑原フヂエ、中野市江、

小玉美恵子、桑原 利江、熊谷キエ、 土回サダ

柏谷光子、田中 勲、 吉川 剛、佐藤 明、加藤ツヱ

石塚信子、石沢あさみ
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第 1章遺跡の概要

第 1節遺跡の位置と地形

後城遺跡は秋田市寺内字後減jζ位置する。秋田市街地から旧国道7号線を北上すると約 3km程で

秋田市寺内地内に入る。寺内には、国指定史跡、 「秋田減Jの所在する標高約50m程の高清水丘陵

がある。後城追跡は丘陵の北西部裾野にあり、秋田減の中心部からは約500m離れている。比高差

は約30m程で・ある。また、遺跡iζ段も近い秋田市営交j溢バス停留所「美子光闘入口Jから西方に約 150

m入った所である。

追跡一体は、現在宅地と化しているが調査当時は一面畑地であり、標高は段高のと ζ ろで約20m

である。西方は約 200m程で‘箆になり 、崖下は現在の国道7号線が走っている。日本海までは直線

で約1.7kmで遺跡は、乙の日本海から吹きあげられた飛砂が堆fllしている。

遺跡一体の地形は、北は男鹿市脇本付近から南は本荘市松ケ崎付近まで海沿いに約45kmにわたり

分.{fjする秋田砂丘の一部iζ入る。

秋田砂丘は、大きく雄物川の北と南で北部砂丘、南部砂丘lζわけられ、内陸部から第 191J砂丘、

第 2~IJ砂丘、 第 3 列砂丘』ζ分類できる。後城遺跡一体は、北部第 3 ~IJ砂丘lζ入ると思われる。海岸

丘陵を飛砂で覆った見僚砂丘である。 地層は、飛砂町下位』ζ、下部は僚や砂iζ とみ、上部は砂、シ

ルト、粘土からなる淡水成層である潟西層(寺内層)があり、上部を火山灰質の土渡が覆っている。

その上κ縄文時代晩期頃の古砂丘砂が覆っている。さらに上部には、 土師器、須恵器を含む腐植土

聞がのり、その上を新砂丘砂が覆っている。 砂丘は、縄文時代晩期以後3固にわたって形成された

もので現在は 3回目の形成期である。

後城治跡は、上部の新砂丘砂上面から中~近世初期の遺構、 さらに新砂丘砂下部から古代の集落

跡を発見した。乙れらの乙とから新砂丘砂の形成時期がある程度維定できる。ちなみに新砂丘砂は

約4m程推積している。

r土地分類基本調査、地形、表層地質、土じよ うJ 秋田、国土調査、経済企画庁、1966.3月

草薙祥子 「秋田砂丘の砂丘地形と遺跡について」

r秋凹巧古学第32号」秋回考古学協会、 1975. 3月

第 2節後城遺跡の歴史的理境

史跡秋田城跡の北西に位置する後城遺跡は秋田県遺跡地名表κは昭和52年段階では禾記載の遺跡

であった。 しかし、秋田城跡西外郭線から 300m程の地区で・あり、秋田城に関連する古代の遺構、

造物の存在が充分に予想される地域であった。文、中世初期から文献史料にみえる淡、秋田袋、羽州

- 1ー



淡は現在の土崎港をさし、後減地区はこの土崎港の商iζ隣接している。室町時代以降、秋困者11(現在

の県中央部から:lt認)方面に地域的な封建制を擁立した安東(秋田)氏は乙の土崎を拠点とした大名

である。安東氏の土崎の居-減は淡械と呼ばれ、応永初年明(14世紀末)には律経卜三湊の本旅から分

縦して、秋田土崎淡iζ本拠を築き、湊安東氏が成立したといわれる。 しかし、初期の淡安東氏の居

城が現在の土崎1111明社の地にある淡城であったか不明であり 、後城の地名から、乙の地区付近iζ初

期淡安東氏の肘減を求める考えもある。 げ土崎港町史a昭和54年発行、秋田市役所土崎出張所編)。

文、港湾としての淡は現在の;殺保町 (後減地区の:Itlζ隣接する地域)付近から次第iζjヒへと雄物川

の土砂の流入によ って移動していったものといわれている。(向上汀ニ崎港町史...)。 そうであれば

後減遺跡から北にほど述くない地域に占い淡が存在していた乙とになり 、乙の後減lt!!1ぎにも淡』ζ閲

.iiliした町長等があ った乙とが考え られる。乙れに閲しては江戸後期の秋闘を歴遊し、地誌、紀行文

を記述した菅江点被のr-7)<の商影...Iζ興味深い内容がみえる。真澄は文化九年の春から、秋田減跡

のある寺内iζ滞留し、寺内付近を実地踏査し、里人iζ王手ね聞き 「また、としたかき竪の老人が聞き

ときき、伝えと伝ふる占物語を某とたのみで、それをしるべの糸口とたどり j記録したと述べてい

る。来とした占物語とは、当時、彼が滞留した鎌田正家の父rE安の編んだ r寺内村旧跡考」であり、

乙のi!fは明和年間(1765年頃)、正安の父正箇がまとめておいたものとその後dlζ記されていると

いわれるげ菅江真滋随筆集」内田武志編、平凡社東洋文庫)0r-水の面影4の内容とは以下の部分で

ある。

「焼山というあり 。 文、 乾の方に 、 普門大量!~寺という天台ありし、 そは前にも去いし与にて、 今

臨済宗lζて久保田iζうつりぬ。畑中の径に入れば、城という処あり。ζ 乙は古は、前城町、後減s!J

とて牒あり注。慶長、元和の乙ろならむ、其時舎なごりなう久保田にひきうつされて、今はみなそ

乙に住みて、後城町を城町と改め、前城町を馬口労町と名附たり。J

「土崎の浦の米庫IHJ近く来る。脱が深という字あり。… -略。元亀、 天正のむかしまでは、此辺

は船屋、問勝、軒をならべてありつる跡iζて、其問屋が潔てふ事を、念、語云ひしをaftりもて、鳶が

潔といへるに乙そあらめ。J

「…・此慮の砂原に陶の破れたるが、石ごとくぞありける。とれをみれば高麗的陶血、覚、州、

祝瓶のたぐひ、居I点、純愛 (祝瓶のたぐひ也)やうなる ものも出づ。 此組どもの外は駒形、総文、

松葉文あり、文、半田、織部ょうのもの、瓦の破れたるも多し。屈瓶ゃうの陶の内の波がた、渦が

たは、いかなるよしにかとおもふlζ上代の宙皇室にして……。J

以上の記述は後減地区及びその周辺の機子とみられ、久保田 (現秋田市街)の町剖りの際iζ移転

した務政以前の町、並、寺院が存在した乙とが述べられ、付近から須恵器、瓦、中世胸器、青敏、白

磁などの出土が記dれている。これら出土品については放小野正人氏が昭和52年の予備調査で-出土

した造物と/ltlζr菅江真澄と秋田d の 「真澄とヤキモノJ (昭和53年、菅江真澄百五卜年祭実行委

員会編)の中で述べている。 氏は真澄の文章と予備調査の出土泌物を対比し、真澄の胸舷器の分鎖
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を再々し、高躍的陶皿とは背催、白舷、居瓶、制瓶とは須恵器、殊洲大怨、半:ll'Jとは珠洲焼や須恵

器系のもの、織音fSとは瀬戸、美濃の煩とし、縫物川の川岸の高い出上の砂原の地、乙の後減地区:.1ζ

玄:*氏と|刻.i!l!した天正頃までの衆落を想定された。氏のいわれる妹洲大型、隙洲焼については、珠

洲そのものであるか問題があると乙ろだが、中世陶悠器と真澄の文献の対比により本迫跡の性絡を

知る垂要な手鍋りを示している。

..!j:院については、更に r7)<.の面影d の中で後減付近に妙党寺という天台宗から担割林にな った寺の

ことが述べられており 、乙の寺も大悲寺と共IC久保町UIJ古IJの際、与院を城下lζ集中させたふ町lζ移

転している。与・の城下集中は文献によると元和6'rf( 1620年)頃iζ既iζキ町の名#J;が知られるので、

乙の頃を小心になされたものとされている (r秋田県史、第2巻、近l世編..1)。 史料!とみえる寺町

での大悲寺名の初見はf.r.永6年4月10日条にみえる(r締津政長1:1記..1)。

文、 後域町、 t~î減IBJの移転も、前減町の移転後の名称といわれる馬しl労町が前述の吋!iHl!政対日

記」元和14f.!:5月16日条にみえ、既に乙の時期には移転が終っていたものと考えられる。rr.文3年

( 1663年)の町割図(r久保田町外町町割図..1)にも減町、馬U労町の名が明縫』ζ記されている。

やはり寺院と問機lζ元和年間を中心に移転がなされたものであろう。

点治の後城周辺の寺院、町並の記述は以上の史料からも傍託されるものと巧えられる。乙れら手院、

H!f並が、元手L!、慶長以前、元屯、 天正以前の年代とすれば、当然、小野I巨人氏のいわれるように安

点(秋田)氏の時代のものであり 、その初源は中世に遡る時期iζ求められる。予備調査出土の中世

陶敏顕は、乙の事を!&付けるものであろう。

乙のように後減地区lζは古代、及び、中世~近世初頭の遺構、遺物が存在する乙とが明確となっ

た。

なお、中世の遺跡としては、閉じ秋回市内では後城逃跡から旧雄物川沿い 3km程上流の自然提防

上iζ衆落跡である下タ野遺跡が篠認されている。

第 E章調査の概要

第 l節調査に至る経過

後城追跡の発掘調査は、昭和52年地元不動産会社陶秋田地所によって後城地峡の宅地造成に係る

IJ付先申請が提出された乙とに起因する。

lal年10月市部di計画課から教育委員会への回議(宅地造成に伴う事前協議)に基づき、秋旧城跡

発{臨調fi' J~務所が現地踏査を実胞した。 踏査は、 休耕畑を一部試蝿するなど開発計画 1[.予定されて

る 17.443rrfにわたって行った。その結果、 土師器、須恵器、陶敏器片が各J況で6在認されたため開

発業-n側と協議を重ね、同年11月21日-12月10日まで秋田城跡調査研究の一段として分布、試備調
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査を実鈍する乙とにした。試描調査は 2mx2mグリッドを設定し遺構、遺物の硲認を主図的lζ実

施した。その結果、.iI跡は造成計画地内のほぼ全域にわたって古代、中世から近世初郎の温情、遺

物の包厳地である ζとが判明した。そζで試掘調査の成果を業省側』ζ提出し、遺跡の'Ii要性を提示

すると同時に同年53年 l月20日付けで文化庁長官Iζ遺跡発見届を慢出した。

その後、市当局と業~íJl11は数回にわたって具体的な前後策を協議 し 「土地開発(宅地造成)地区

内におりる後城.i1'l跡の発掘に関する覚。Jを取り交わす業者側の積極的な協力がωられ、同年4月

17日からみ;物的な発掘凋査を実絡する ζ とが決定した。また調査が実施された後も双庄の打合せが

行われ調査日位、期間、務盟等についても協議がなされた。

第 2節調査の方法

後減迫跡i立、~ミ調査地であるため時期、性絡についてはまったく不明であ った。また泊物につい

てもほとんど認識されていなかったため、調査に際しては遺跡の時期、性物の追求を11的に準備を

進めた。また.itt跡は史跡秋田域跡に隣接し、同砂丘上iζ位置するなど地形、地質的にも矧似する。

乙のようなζ とから調査方法は基本的には、現在秋田城発掘調査事務所が実施しているノi法lζJJづ

いた。

<民銀調査〉

発掘調査は宅地造成が行われる範囲で実絡する乙ととし、本調査に先立って分布調査およびぷ編

調査を行った。

調査期聞はi問ftl52年11月18日から12月10臼までである。i!Ill血原点は調査区のほぼ中央告別ζ設置し、

それを基滑に遺跡全体に 4m x 4mの方眼をかけた。 また全援をA-Fの 6 Jt!!区iζ分:~J し遣錦、.il't

物整!'Ilの便宜をはかった。なお原点は秋田域調111il基準点Nu8よりトラパースで移動し、秋問減全体

の遺精閣とl期辿性を持たせた。 J-til¥ll値は X=-586.596、y=+162.730、原高は 21.134mである。

試鍋調子Eは、分.{fjI~凋をの結果』ζ基づいて最も多く遺物が録集された地域について実施した。 発掘

区は 4mグリッドの同雨杭から北、東lζ2mづつの 4nfとし、迫織についてはプラ ンの徹認のみに

留め、編り下げは本鯛査で実施する乙ととした。なお各グリッドの名称は束尚杭をも ってあてた。

実測図は、過側、手l師闘を各グリッド抗を基準iζ、土層断面は北壁、東f¥lを凶化した。

く本調査〉

本調従は上述の試掘調査結果iζ基づいて昭和53年4月17臼から12月まで実絡した。

発婦調査は 6地区の中で遺術、遺物が多く検出されたB、C地区および遺跡の肢もi高所でしかも

'J!..ts面であるA地院について実絡した。グリッド設定については昨年の原点を用い同じく 4mx4

mとした。調査は 2mx2mグリッドを掘り下げ遺構の確認に従って順次拡蝦した。その結果上述

の3地区については結果的に令函発婦となった。

調売に際しては、遺跡令体が 1-5mの飛砂に覆われている ζ と、また~lJ聞の工事契約七撃の関

- 4 ー



係から迅速化を予儀なくされ、遺構』ζ影響を及ぼさない段階においてのブルドーザー、パックホ一

等の ~6:機使用も積極的に行った。しかし遺跡が広範囲な ζ とと 、 深い飛妙、 そして工事と併行して

の調資という乙ともあって造成範囲金成の発掘は不可能であった。しかしながら占代、中世の追織

の存在する北側 (A地区の北東)、東側 (A地区の東)Iζついては厚い飛砂が幸いし、m構が破坊

される乙となく造成された乙とはせめてもの救いであった。

第 3節 調査経過

後以遺跡の発揃調査は、宅地造成に計画されている 17.443nfを対象として実絡した。

後減地内の造成計画が打ち出された段階の後減遺跡は、地跡の範囲、造物の分布状況等ほとんど

一般的には認識されていなかった。そこで昭和52年度は、遺跡の範聞確認および時代、性絡肥握を

目的とした分布調査、試綴調査を実施し、翌53年度』ζ本調資を実施する乙ととした。

1. I式鋸調査

昭和52年11月18日にグリッド設定のための測量を実施。翌19臼から12月10日まで試御調査。その

結果A、B、C、F地区iζ遺構、遺物が集中する乙とが判明した。C地区周辺は北側に緩い傾斜を

示し、包含聞は深い部分で2m 以上iζ途する。また遺織は重複して確認され、浅い部分では表土

(耕作土)下約50cmで・検出されている。各地区における主な検出遺椛は、 A地区で土狐、B地区で

井戸状落ち込み、C地区で掘り方、F地区で住居跡カマド、ピット等であるが、 F地区のカマド跡

を除いてはいずれも遺構プランの確認に留め、鉱張、掘り下げは本調査に譲った。出土遺物は、 F

地区では土師器、須恵器、 A、B、C地区では陶舷器類がそれぞれ主であ った。

なお後減遺跡一帯は、日本海から吹き上げられた飛砂上に形成され、遺構面および包合同はすべ

て砂層あるいは砂質土から成っている 乙とが判明した。

2. 本調査

本調査は昭和53年4月17日から12月上旬の約9ヶ月間実施した。

調?を区は、上述の試掘調資結果をもとに最も顕著lζ遺稿、遺物が確認されたA、B、C地区を選

定した。なお調査にあたっては一地区ごとに完価する方法を原則としたが、併行して行われた造成

工~J~ との関係から必然的に二地区間時の調査あるいは断続的な調査を予儀江くされた。 従 って後述

する各地区の経過内容には詳細な月白の記述を省略する乙とにする。

くA、E地区〉

A地区では耕作土を除去した段階で土織と鴻が検出された。土JAYI内からは古銭、骨専が出土する

乙とから基峨と考えられるに至った。乙れらの遺構は不純物の少ない白色の砂町に営れており、乙

の乙とからとの砂崩は地山飛砂と考えられた。と乙ろが調査区内西側iζ確認されていた赤褐色妙の

土師器、須恵器の包含屈を東方lζ追跡したと乙ろ当初地山砂と考えていた飛砂層下iζ入り込むζ と

が判明した。そ乙で向帽を東方に 3 m程追跡したと乙ろ飛砂は厚さ 1mlζ も逮し、なおかつ東iζ傾
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斜しながら継続する乙とが判明した。ブルドーザ一、パックホーによる飛砂除去作業。その結果、

米へ約20mの地点で飛紗の以さが3mll:も達したため、除去作業を一時止め精倉を行った。全体を

槌っている赤褐色砂の遺物包合制を縦り下げたところ、被火災O:I，!c;-軒を含めた 4軒の態穴住1<';跡

と*1'41ζ延びる滞状i誼椛が検出された。しかもその滅状迫備のほfHiには住穴と吟えられるピットが

険111され、冊列状を呈する乙とが推測された。また遣.I4Mは怠らiζ.Itrζ広がる綴相を官したので k

述したように垂機iζよる除去作業、精査を実施したと ζ ろ81せ紀後下を中心とする27軒の竪穴住Il;

跡併が倹:ll きれた。 住~跡の{也也、釘熊の確認はきわめて容弘である。 すなわち、住肘がl兎挺され

た後の凹みに、白色の飛砂が数IOcmの厚さで土佐積しているのであるc 従って赤褐色砂川rmを凶tllさ

せることによって住居跡の綿分だけ白色砂(飛砂)が銭存することになる。 ただし住肘慢の餓.al;t.

恨の掘り込み面と同色の包合制が担っているため比較的凶嫌である。9月20日、AJt白じく終f。

くB 地区〉

8地区で検出されていた浴ち込みは、 よ式協調査の段附では)~，_.;跡と与えられたが、調代の結~径

約10m、深さ約 5.5mの鍋底状の滋ち込みであった。作業は、昨年のよ式訪越調査の土柑闘に)Jづいて

緋作土、盛土を予めブルドーザーで除去、円形プランのほぼ中央1ζ ト字』ζセクションベルトを銭し

縦り下げた。埋土からは犬、 I時骨を始め幽物、下駄、書写多数の木製品が廃棄された状態でrfl1:し

た。j吊慢は飛砂からなり、底面と考えられる部分iとは乙ぶし大から人頭大の河原石が数きJ古められ

た状態で検出された。迫織の性的については明確ではないが、/I<ilrlめ川の施設をゴミ 姶て幼として

.fIJIHしたのか、あるいは憎なるゴミ捨て場として縮られた十.4帆であろうか。7月2111、B地以終 f。

くC地区>

C地lえは遺跡内の北方、五まも低位の畑地である。倹/I:lされた遣備は井戸跡、土J瓜、鍛冶跡 l、綿

也住ij吻跡上海である。乙れらの遺織は数時期Ir:わた って恒飽し、その包含耐は約 1mlζも述す

る。中でも井戸跡は他の遺精と比較して重肢が顕著で2-3 (日lの造り瞥えが判明している。nr-iの

術築状況は、ほとんどが円形の掘り方に方形の井側を組み、内部に曲物を設置したもので・ある。し

かし、木質問iの腐舶が激し く六郎分は取り上げが不可能であった。C地区のほぼ中央部llkド1，...;で検

Illdれた 2問x5間以上の東西繊細立住建物跡周辺からは焼米が多:h_tIζ検出されている。乙の他』ζ

径 10c由 -50cm程の綴り }Jが無数に検出されたが、建物の鋭艇、 {i彼時期を復原する ζ とはイミ 1~1ti~で・

あった。

乙のようκ数期iとおよび沼綿の直後があ ったため、関面取、写真録影iζ時聞が経過し、 12)J21::1 

C地区の調貨を終了した。

なお埋め民し等は、すべての調子tの終了後造成工事の進行状似に応じて行われた。
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第田章 検出遺構と出土遺物

第 1節昭和52年度分布調査

後出遇制， (第 4図、図版 1) 
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t..-l. ----x;一一J 第4図 昭和52年度分布調査グリッド検出遺栂園
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分布調子tは2mて 2mグリッドを試掘し、遺織はプランの錐認に留める乙とを原則とした。

ST .SV-80、SO-68で虫館する住穴を確認した。遺締確認面はぷ土から60cm-70cmで・ある。

段雨端地区のAX-96では南向きのカマドを検出した。遭術確4忍面は表土から約 Imf1で-ある。グ

リッド*唾には付近の民家の排水管が埋設されており、鉱張は不可能であった。カマト I両袖には、

補強材として k師器聾が埋め込まれていた。また燃焼部には河原石を置き、さらに土諸底郊を上乗

」ム〆
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。13-間8 

の: 9 

口
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"--1ニ....~

ー凸- -(/-
ζ二コ 10 11 

c=  

第 5図昭和52年度分布調査出土11物
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せし、支脚としている。

出土遺物 {第5図、図版 101) 

1-3、5-7、10、11はF地区で、 l、2、5-7はAX-96グリット、3、10はAZ-98グリ

ト、 1IはBC-96グリッ卜出土である。 lは補色砂出土の赤側色土紛ぷで、底部切り鍛しは回転糸切

り、熊凋整。 r家Jと判読されるJ益占が認められる。 2は補色紗/11土の須忠器材で、底部切り鍛し

は向転べラ切り、無謂鐙。rt灰色を宝し、焼成良好である。 5は住居跡』ζ付設されているカマド内

から出土した小型の土師器鍵である。 11底部より内湾して立ちあがり、 ロクロ整形されている。色

調は亦位色を呈し、胎土に砂粒が多自に浪人し、焼成は弱も、。全体的にかなり磨滅が著しい。6は

カマド-*仙、 7はカマド西袖』ζ補強として用いられていた土師器鍵である。6は底部より内問気味

になち上がり、体部は膨らみをみせ、頭部はゆるく「く Jの字状11:外反する。外面が口縁部より縦

似)J向iζカキ白、内面は口縁部よりも前位J5向』ζカキ目を施す。白紙邸内外面はカキ闘を施した後iと

経く儲ナデを行う。胎土11:砂粒を多1，11ζ含み、焼成は良好である。全体lζ踏滅が著しも、。7は顕部

か fくJの字状を呈し、外面がU縁部より縦位方向カキ白、内面はU緑郡より償位方向及び斜{1i.JJ

向jζ カキUを施す。胎土、焼成共tζ良好で、器肉が厚く、安定感かある。 3は須恵器台付師。底部

切り鍛しは肘転へラ切り、高台を貼り付けた後に周縁昔日iζナデを行う。百灰色を呈し、焼成良好で

ある。10は小型の磨製石斧で、IiJi苅iか欠陥。石質は緑泥片岩とJfえられる。1Iは縦型の石匙で、石

質は以符である。4、8はE地区で、 4はAG-44グリッド、8はAI-48グリッド出土である。4は

土師諸問の倣片である。胎上iζ小石粒、砂粒を含み、焼成はやや刷b、。8は土錘である。9はC地

Iえ北*部BF 80グリッドtlj土の砥石である。 4面に使用痕が必められ、 1 i面には亥IJ線状の担提起が持

しい。石質は酸性凝灰岩である。
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第 6凶 昭和52年度分布調査出上占銭

- 10-

00 
。

⑮
2

@

@

 
S=Y2 



第 2節 A地区検出遺構と出土遺物

AJ也氏飛砂M面から発見した遺備には主iζ、土検墓、土減、鴻状遺備などがある。出土遺物は、

表上、潟、 上検基などから、土師器、陶舷器頼、 土製品、鉄製品、銅製品、石製品などが出土した。

検出遭傷 (第 7闘)

1. 土績事 (第8、9図、図版2、4)

ST 001 !車両約1.2m、南北約 1.24mの方形を呈する。深さは約18c血と浅も、。底部は、JZtsで、極土

中には炭化した材が非常iζ多く含まれる。また焼土が浪人し、壁際には厚く地脱している。上減基

中にはすt片が多J，tlζ人っている。

ST 002 点同93cm、南北約 1m、深さ約16cmのほぼ円形を呈する。慢は底羽幼当らゆるく立ち上が

る。部上，，'11ζは創11かいけJtが認められ、焼土炭化材が浪人する。また/JIJt事品として二枚の 「元結通

官JがILI上している。

ST 003 *vG58cm 、 l椅Jt70cm、深さ 52cmのほぼ円形を呈する。 n~は底抗~~から U字状をなしている。

摺上中には、焼上、炭化材が混入し、特に炭化材が多量』ζ含まれている。

ST 004 長俺5&m、 短径~8cm、深さ約 16cmの締円形を呈する。 聾は底郎からゆるい傾斜をもって

立ちあがる。

ST 005 長俺70cm、短径48cm、深さ約14佃の締円形を呈する。I警は底部からゆるい傾斜をもって

立ち上がる。極上t判ζは焼土、炭化物が混入し、また骨片が認められる。

ST 006 長径1.16m、短径90cm、深さ約7cmの締円形を呈する。非常1ζ鵠く、組土中には底部に

ついた状態で多品の鎌が入っている。乙れらの僚には、焼けているもの、思く炭化してススが付着

し、 !l:J.~にな っ ているものなどがある。 また覆土中には焼土、fl'片が多r.tlζ認められる。

ST 007 *州約82cm、市北約84cm、深さ約20cmの隅丸方形を呈する。墜は底部からゆるく立ち

上がる。 m上rlllζは、焼土、 炭化材が多量に含まれている。 また.rt片が必められ、 lÞIζ は踊'~J' もみ

られる。

ST 008 東州約94 cm、尚北約82cmのほぼ円形を呈する。 深さは約18cm と浅く 、 U;îは庇 m~から斜

めに也ちよがり 、上部で段がつきゆるくのびている。w土中には焼土、炭化材を多r.tIC合み、骨片

が多f立に泌められる。また副1M事品として f祥符通宝J、 「元結i邸宅J作一枚が山上している。

ST 009 長径約1.56m、短径約 1mの街円形を呈する。型土には特iζ僚を多j止に含み、焼土、炭

化材が浪人している。1't片も比絞的多く認められ、 「飽Jもみられる。SD037と且組関係にあり、

減確認面では母上が似かよ っているため判別できないが、構底部を描り込んで・いる乙とから潟より

も新しいと思われる。副葬品として f皇宋通宝Jが-{支出土している。

ST 010 長径約2.7m、短径は巾の広いと乙ろで約1.18mを計る。形状は一端がふくらむ長円形

状を宝する。深さは約22咽で底都から壁にかりでは船底状を呈する。.n片が泌められる。

ST 011 長径約98畑、短径約60cmの締円形を呈する。 深さは約28cmで・底部から壁にかげではU字
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状に立ちあがっている。覆土は上部に炭化物屈があり、尚色、茶ぬ色砂が入っている。また焼土が

浪人している。

ST 012 長径約90cm、短径約56cmのほほ桁円形を呈する。深さは約26cmで櫨土は炭化物、焼土が

浪人した閉が主で、補色、黄色砂が入っている。

ST 013 東西約72cm、南北約64cmのほぼ円形を呈する。深さは約22cmで底部から壁にかけてU字

状を呈する。罰土は黄禍色、炭化物局、茶制色砂であり、焼土が混入している。骨片が多引に認め

られ、副葬品として 「元笠通宝Jが一枚出土した。

ST 014 長径約 1.14m、短径約38cmの長締円形を呈する。深さは約24cmで裂土中には炭化物が多

'dに含まれ、焼土も混入している。骨片が少位認められる。

ST 015 長径約1.5m、短径約92cmの術円形を呈する。深さは約10cmと比較的浅い。覆土は黄禍

色砂、補色妙であり 、炭化物が多量に含まれる。骨片が多品IC認められる。副葬品として六文銭が

あり、 「烈寧元宝j、 「元結通宝J、 「元符通宝J、 「洪武通宝J二枚、 「紹聖尤宝Jが出土して

いる。STOl6を切ってつくられている。

ST 016 ST 015に切られており、大きさは不明であるが、ほほ締円形を呈すと思われる。観土

は黄色砂、炭化物商があり、炭化物層は炭化物が充満しており、中』ζは'片片が多品』ζ認められる。

ST 017 長径約86cm、短径約44cmの長円形を呈する。謹土には炭化物、焼土が多祉に入ってお

り、また骨片が多く認められる。

ST 018 長経約 1.48m、短径約88cmの桁円形を呈する。SD038と重臨し、織を切っている ζ と

からSD038より新しいと思われる。土機基内iζは土葬人骨一体が認められ、迫存部位は頭骨、頭骨、

大たい骨の一部である。頭位は西南方向である。

ST 019 東西約1.4m、南北約1.3mの不整円形を呈する。深さは約24cmで-底部は鍋底状をなす。

鑑土中には炭化材、焼土を多く含み、小磯が混入している。骨片が多iillζ認められ、頭'Uなどがあ

る。

ST 020 東西約 1m、南北約88cmの不整円形を呈する。深さは約16cmと比較的浅く底部はほぼ

平坦で、壁はほとんど垂直に立ちあがる。覆土中には炭化物、焼土が混入している。骨片が少量認

められる。

ST 021 東西約1.4m、南北約85cmのほぼ精円形を呈する。深さは約34cmで・壁は底部から若干斜

めに立ち上がっている。趨土中には焼土、炭化物が含まれ、多品IC骨片が認められる。下顎骨など

がある。

2. 土績 (第7図、図版 2)

飛砂柄面から13基の土嫌が検出きれた。大きさは70cm-1 m前後で・円形、続円形を呈するもの

が多い。深 Eきは浅いもので20cm-30cm、 深いものでは約50cmt呈ある。 覆土は補色、 茶~色砂が主体

で黄色砂の浪人するものもある。また中』ζは、焼土、炭化物が混入している土検もみられ、 ζれら
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は上割高峰として与える ζとができると思われる。

3. .状遺繍 〈第 7図、図版2、3)

S0037、S0038、S0039、S0040の4本の滞状遺構を検出した。S0040を除き、東から丙iと

1î" 1 っ て必向し、調査区の中央m~で止まっているよ うである 。 S0038 は比鮫的深くしっかりしている。

それぞれST009、ST018κ切られている。S0039は広い部分で巾約60cm、深さは30c田-50cm担で・

ある。S0037中には、僚が浪人し、また1't片が少母入っている。

出土遺物

土師器時 (第12図、図版42)

S0039から出土した彼片である。rl径約13、7cmで、底部は欠出して不明である。体部lとは綾を

めぐらしており 、 緩から下方には細かいカキ目 、 内面には~(~色処pllを泊している。

瀬戸、奨濃 (第10図、図版42)

灰納小肌、Aー lは表土から出上した。山縁部内外、体部の一部iζ淡い員緑色の紬をかけた小HIlで

ある。庇都は回転糸切りである。A 2は舵乱土から出土した。IIUfflS内外面は淡い黄緑色の制調

を呈する。体調iから底部は全面的に白転へラケズリを施し、 t2iffはきれいに削り出してつく ってい

る。A 3はST009から出土した。11縁結内外には淡い員緑色の寝bがかかっている。底部は[111転糸

切りで、 .hみをもって立ちあがり休部に至る。

モヨ三三グ

ミゴユグ

A -4 第 10図 A地区出土遺物
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総瓶形瓶子、SD037から出土した。口径 4.2cmで・口類部iζ縁得が回る。強った周部

からゆるい丸みをもちながら底綿花向っている。日部、頭部付近に網状工具による

it線が回り、嗣下半部にも伺工具による調穫が認められる。内面は全体』ζ回転利用

のナデがみられる。灰軸は外部全面、内部は口頭部にかかり 、黄緑色の利1調を呈す

る。

銅製品 (第11図、図版42)

拝 、飛砂防i面からi点出土 した。刀剣装具のうちの斧である。長さ 12.8m、巾1.4

cm、厚さ 0.2cmで先端部が若干欠損するがほぼ完形品である。下り肩で一端はさかさ

耳で耳儲きになっている。文綴は中央部にあり 、鋸儲1犬tζ区画し、交互に魚子を

施している。

石製品 (第12図、A-9、図版42)

SD037から鐙器と思われるものが l点出土 している。基部iζは打態痕が認められ、片側面、先端

A- 10 

第 11図

A地区出土造物

部』ζ争i)離による加工が認められる。裏面にはほとんど加工が加えられていない。貢岩製である。

古銭

各層位出土古銭(第13図、図版43)

各層から五種十枚の古銭が出土 した。字体別にみると格啓五枚、 荻~}三枚、 隷{!} 二枚である。 北

宋銭が最も多く 、 「政和通宝Jが多く出土している。

土績墓、落ち込内出土古銭(第14図、図版43)

土JA9i基の副葬品と して、また落ち込み内埋土から各種の古銭が

出土している。A-11、12はST002から出土した北宋銭 「元始

通宝」である。A-13、14、15は、唐銭 f開元通宝」北宋銭「皇 ( IIW' ¥ 

宋通宝Jr嘉佑通宝JでST006から出土 している。 ST008から Ir~ rl )¥ 
はA-16、17、北宋銭「得符元宝Jr元祐通宝Jが出土している。 -7-
ST009からは北宋銭「皇宋通宝」 一枚が出土している。A-19 ¥ ""'" J 

は北宋銭「元盟通宝JでST013から出土した。ST015からは北 .__瓦-6

宋銭 r限移元宝Jr元結通宝Jr元符通宝」明銭 f洪武通宝J二 f/! ':¥ 

枚の計六枚が出土している。A-払 27、おは北宋銭「天聖元宝」 IJ:!J 
「皇宋通宝J r元始通宝」でSX042から出土 した。以上の古銭は 弘i._jf

』よ A-8 r I ~ 
通宝」などの出土はなかった。 〆ユーミλ I ¥; 

((0 ) -ll ， 

~L_， 5，佃 す二

ζ二〉
第12図 A地区出土遺物

いずれも渡来銭であり 、 f寛永
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喧喧CJ・.， 唖富芳I A-16、17-ST 008 Aー20-25- ST 015 

-A-27- Aー 28 第 14図土嫌墓、洛ち込み内出上古銭 A-26-28-SX 042 

S=Y2 
第3節 B地区検出遺構と出土遺物

B地区の飛砂同上面からSX043円形竪穴状遺絡が検出された。また遺構内埋土から、須恵器、殊

洲系陶器、瀬戸、美濃、背 ・白磁、染付、鉄製品、銅製品、石製品、占銭、漆器、木製品、犬 ・馬

骨など多量の遺物が出土した。

検出遺稿

8X 043円形竪穴状遺徳 (第15図、図版 5) 

東西約15m、南北約12m50cmのほぼ円形を呈する遺織である。深さは、主主深部で縫認面から約5.5m

- 18-
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である。断[fôJ~は底部からゆるい傾斜をもって立ちあがって拡鉢状を呈している。t!g上は大分極維

1ζ椛駁しており、制部まで含めると80-84厨位4ζ分けられる。上面から 2m位までは主として黒色

土、町総色土、版制色上、灰，T色土がそれぞれ入り組んでうすく土佐崩し、泥炭化しているその下部

には比絞的以く、粘性のある黒色土、黒色砂質土、褐色砂、黄白色砂、民泌色紗士事が縫罰している。

確必面から約t.2m搾樹りドげたと乙ろから下位は全面1ζ鉄分を多く含んで般化した、非常に向いガ

チカチした面である。略上内lとは、 ζぶし大か

ら人副大の州lJ;tイiか多く入っており、特』ζ深さ

1.2 m - 1.4 mのIfIiIζは多r.tlζぷめられ、当初

は敷きつめていたと)，!.'，われる痕跡がある。しか 色

S=.!{o 

し乙れらの州仰イiの Fからも迎物が11I上する乙

とから多くは1:t~ilのイ7がIDJ訴したものと思われ

る。 j自物の~くは~~炭化した上:1ßの問土から多

量の水型品、 llj銭、陶鍛2号、鉄製品等が出土し

た。また犬 -:lÎJl分、.1I~の頑ftが出土している。

本遺憾は‘明tJJ、和'1IJ;(イ7を敷きつめて、深さ L2m 

から下位の鉄分が般化した面
第16図 SX 043円形鍛火状追tM1111:、火汁

には常時水を溜めていた施設

とj思われ、その後、 二次的に

不mな物の投祭場所に利用さ

れたものと思われる。

出土遺物

須恵器 (第18附、図版44)

埋土から須忠器製の口縁部

片が2点III1::している。 8-

37、 ~8とも紛状 tHによる波

状文を施す。B ~8はがi水状

を呈している。

瓦 (第24凶、凶版48)

埋土から平瓦の般片が2J.':i. 

出土した。いずれも直面は純

白の叩きを施すものである。

Q 

t:::. 

8-320 S =)1'0 

第17図 SX043円形竪穴状遺権出土、犬骨
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瀬戸、美濃(第19図、図版43.44) 

埋土から瀬戸、美濃と思われる破片が多数出土した。乙乙では主なもの7点を図示した。 8-1

は盤と思われる口縁部破片である。灰触であり、内外面は黄緑色の紬調を呈する。 8-2は灰粕鉢

の口縁破片である。紬はロ縁部の一部内外面にかかっており、全体的に半透明な紬調をなすが、漉

淡がみられ紬の厚くかかっていると乙ろは、うぐいす色を呈する。 Bー 3は灰紬平塙の口縁部破片で

ある。制は淡い黄緑色の軸調を呈する。 8-4は天目茶椀の口縁部破

片である。軸は口縁部内外にかかり鉄紬である。8-5は小皿の口縁

部破片である。 8-6は壷と思われる底部破片で、回転糸切りである。

外面は底部のやや上告sから、内面は底部周縁』ζ鉄軸がかかっている。

8-7は香炉である。袴腰香炉で図上復J己では口径 11.7 cm、器高4.5

cmで-ある。I員大巾は口径部ではなく腰部にある。外へ屈折した平坦な

y 
r 冨宮

のある鉄利1が外商は胴部から

白紙告flをなす。底部は回転糸切りであり、3箇所に獣足がつく。光沢
8 -38 0 5 cm 

第 18図 SX043円形七=と=ゴ
竪穴状遺構出土遺物
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第 21図 SX 043円形竪穴状遺初出土遺物
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口縁部に、内面は口縁部にかかっている。

青磁 (第20・21図、図版44、45)

埋土から多量κ出土した。ほとんど破損品であり、その中の一部を図示した。 破片から器種を推

定すると碗が最も多く 、他iζ皿、盤などがある。

(碗)8 -8、9、11、13-15は、口縁部、体部の破損品、8-16-21、8-23-25は底部の破損

品である。 8-8、9は巾の比較的狭い線刻による蓮弁文を有する。8-13-15は問機に線刻によ

る蓮弁文を有するが、総じて線が細い。軸は8-8、91ま黄緑色の紬調を呈する。8-9、14には

貫入がみられる。底部破片は底径が 5-7 cmのものがほとんどであり、 8-16、24の見込み部には

陰刻による花文を有している。8-20は見込み笥511::.印刻による「顧氏」の文字がみられる。紬はB

-16、20、21はオリ ープがかった緑色、8-24は背緑色、他は灰緑色の粕調を呈する。

(1m) 8一12、22は血の破損品である。8-12は稜花血の口縁部破片である。紬調は青緑色を呈す

る。8-22は口径 12.5cm、器高 2.4cmの綾花血である。胎土は不良でレンガ色を呈し、軸もはぜて

おり灰青色の秘調である。

(盤)8一lαま盤の口縁部破片である。胎土は不良でレンガ色を呈する。柚調は黄緑色を呈する。

白磁 (第21、22図、図版46)

白舷と思われる碗、小碗、皿が埋土から出土している。いずれも破損品である。

(碗)8-30は底部破片である。内面にはいわゆる描績の文織がみられる。紬調は灰白色を呈する。

(小碗)8-31は図上復元で口径 7.7cm、器高 2.9cmの小碗である。外面の底部には紬調は汚れた灰

白色を呈する。

(皿) 8 -27-29、32は底部、体部の破片である。 8-27は図上復元では口径 11.8cmを計る。軸調

は灰白色を呈する。 8-32は口径10cm、器高1.9cmの浅い小皿である。高台には絞りをもっ。軸調は

アイボリーホワイ卜を呈し、底部内面には重ね焼きの痕跡が明瞭11:認められる。

唐津系施紬陶器 (第22図 ・図版46)

8-33、34は破絹品であり、いずれも皿と恩われる。8-33は図上復元で、口径 10.4cm、器高

2.9cmを計る。全体iζ紬がかかっており、軸調は灰緑色を呈する。また底部内面には重ね焼きの痕

跡が認められる。

染付 (第22図 ・図版46)

碗と恩われる破慣品が2点出土している。 8-35は口縁部破片で、若干青みをおびた白磁lζ背藍

色の呉須で外面には唐単文を描いている。

珠洲系陶器 (第23・24図、図版47、48)

埋土から多:!Jlの珠洲系陶器が出土した。器種はま夏、鉢であり 、いずれも破損品である。乙乙では

良好・なものを図示した。
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(鍵)8-59は鍵の口縁部破片である。灰黒色の色調をなし、胎土中ICは小様を多く・含んでいる。頭

部、口唇部にかけてはていねいな横ナデ調整を施している。短い口綾部は端部で丸みをおび、頭部

から下方は内面に抑圧具痕がみられ、外面は打庄具により 3cm当り 7条ていどの叩きが施容れてい

る。

(鉢)8-39-41は底部破片を図上復元したものであるd、ず盲れも底部切り離しは静止糸切りである。

8-39は底径約 15.7c田を計り、灰青色を呈する焼成良好な鉢で、胎土には若干小磯が混入している。

内面の卸し目は櫛状工具によ って施されるが、大分磨滅が激しい。8-40は底径約 10.6cmを計り 、

黒褐色の色調をなし:焼成良好である。内面の卸し自は8条を l単位とした櫛状工具によ って直線的

に施されている。8-41は底径約18cmを計り 、灰黒色をなし焼成良好である。胎土中には大、小の

僚が多量に混入している。外面』ζは焼きぶくれや、さIJれがある。内面の卸し目は 5-7条の櫛状工

具によ って施され底部周縁は磨滅している。 8-42-58は口縁部破片の拓影図である。8-42-58

は口縁部内面が若干内傾する面に繍歯状結策による波状文をめぐらしている。8-47は特に波状文

の波長が短い。8，-42、45、48-58は、口縁を先細りにっくり、口縁端内面は長く内傾し、内くぼ

みのしっかりした面をもち、櫛歯状結束 4-9条を l単位とする波状文をめぐらしている。織歯波

状文には、波長間備が4cm前後(8-45、49、58)と2cm前後 (8-47)の比較的規則正しいもの

と、波長の不定なもの (8-54)、また波長がゆったりとうねるもの (8-50、52)などがある。

内面の卸し目は櫛歯状工具によ って直線的に施され、ほとんどが内面全体に胞される。しかし、B

-58は織歯状結束8条を l単位としてやや間隔をおいて絡している。また卸し目は、口縁端部の波

t状文とあまり聞をおかないで施すもの (8-43、49、50-55、58)と下方に下げて施すものがみら

れる(8-42、44-48、56、57)0 8 -42、55 56は卸し目がかなり磨滅している。色調は黒灰色、

灰肯色、灰褐色を呈するものなどさまざまである。焼成は黒灰色、灰青色をなすものが良好である。

胎土中にはほとんどが大、小の砂E撃を含んで-いる。特に 8-48、55は焼成不良である。また 8-48、

58は内面に自然降灰紬が粟粒状lζ付着している。

その他の陶器 (第24図、図版48)

8 -60-62は口縁部、8-63は体部破片である。8-60は黄綴色を呈し、焼成は良好で・ある。口

縁端部が若干内傾し、内面頭部には l条の凹線がめぐ っている。卸し目は4条を l単位とした締歯

具による深い櫛目文が施される。8-61は黄縫色、 8-62は黄褐色を呈する。ともに口縁部はわず

かに丸みをもち、端部はほぼ水平になる。卸し目は 8-61は13条を l単位とする綱歯具によ って櫛

目文が間隔をおいて施され、それに直行するように絡子白状に横位に 9条を l単位とする櫛目文を

施している。8-63は赤燈色を呈し、焼成は良好である。内面卸し目は9条を l単位として櫛目文

を間隔をおいて、深く施している。

- 27ー



瓦貧土器 (第25図、図版49)

(火鉢)丸火鉢の破国品である。図上復元で口径約41.5cmを計る。黒色を呈し、全体iζ研磨されて

いる。ロ縁部の下lζは2条の突帯が周り、突帯聞には蜘妹巣状の仰印が連続してめぐっている。胴

上部には窓が穿たれている。

鉄製品 (第26図、図版49)

(火箸1B-67は、長さ約28cm、巾 0.4cmの鉄製火箸と思われる。断面は方形を呈する。先端は細く

豆、都 圏?都3
警重量号

B-59 

可議F7
B-62 

工 J B一

o 5 10cm 
B-65 ト ー叶一一一-l

第 24図 SX 043円形竪穴状遺構出土迫物

o 5 10 c四
十 +斗

B- 66 

第 25図 SX 043円形竪穴状遺構出土遺物
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第 26図 SX 043円形竪穴状泣椛出土迫物 U_LLLI 

尖らしている。基官官は若干欠陥しているが、丸く原

状iζ折り 曲げていたようである。

(鉄釘)B -68-70は鉄製釘である。いずれも叩か

れてつぶれている。 B-70は中程から折れ曲がる。

(取手)B-72は長さ 27.8cm，rjl約J.4cm、厚さ約

0.6cmで-ある。一端は欠慣しているが、 半円}f~を量て、

端部をrVJ字状』ζ折り曲げ、働けるようになっている。

(鉄j}UB-74、75の t極類の3肢が出土した。8

74は茎の部分は欠泊している。身の厚さ約 0.5mmと

うすく 、偏平な平般のものである。B-75は両端が

81 

子♀
:I: (¥.;! fT 
B -84 

第 271ヌl

一 e由 2・
B 82 B 83 

o B -85 0 

SX 043 jlJ)開穴州側:l¥l心物ヒ±コ
)71ユ欠損しているが、長さ約 12.6cm、巾約0.6cmを計り 、断而は}j}伝を草する。身と主主にわかれ、身

の先端部は叩いて{偏平にしている。

(JJ子)B -76-80の5点を復元して区l示した。B-78を除き他は欠伯品である。B-78は長さ

14.6c瓜厚さ約O.4cmで・ある。両l孟のようであり、身に比して茎が9.2cmとiれ、。B-80は現長約19

cmと比較的大型のものである。B-77は刃区であり 、茎の部分Ir.木部が若干残っている。鉄製品は

いずれも腐蝕が若しし、。
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銅製品 (第27図 ・図版50)

総数5点が埋土から出土した。

(弊)8-81、82の2点が出土した。8-81は万剣装具の

うちの弊である。現長7.7cm、巾2.3cm程で、下り眉であり、

一端は耳鐙きになっている。文様は長さ約 5.2cm、rtJ0.3 

叩で中央iζ織を浮き彫りにし、外』とは魚子彫りを施して

いる。8-82は現長 6.6cm、/!tさ約 0.1cm程である。大分
8 -88 

欠回し、緑背がういている。8-81はきれいな赤銅色を

なしている。

(小柄)8 -85は小柄の柄部である。現長約9.4cm、巾

1.4cm、厚さ 0.8cm程で・ある。内部には柄』ζ装着した万

身の茎が銭っている。緑青が付着している。 (不明製品)

8-83はうすい銅甑を両側に折り曲げたもので、 ニケ所 8 -89 

iζ穴を穿っている。 8-84は長さ約4cm、高さ 1.8cm、

厚さ約 0.6cm程で・ある。中央に径 0.6cm程の穿孔がある。

土製品 (第28図、8-86、87、318、90、図版50)

埋土から柑鳩、フイゴ羽ロが出土した。 8-86、87、

318は柑橘である。8-86、87は破損品であり、図上 j 

復元した。いずれも赤褐色をなし、口縁部、内部はカラス 8 -90 

状になっている。8-318は口径 6.1cmの完形品で-ある。 第28図 SX 043円形竪穴状遺構出土遺物

口層部はとけてガラス状になり 、赤褐色を呈している。8-90はフイゴ羽口の破損品であり、先端

部はかなり焼け、鉄擦が大分付着している。

石製品 (第28図、B一郎、図版50)

埋土から傍帯周砥石が2点出土した。 B一旬、89とも欠損品である。b、ずれも 4面使用で石質は凝

灰岩である。

古銭 (第29図、図版50)

埋土から十四種二十五枚の古銭が出土した。書体別にみると構書体がす枚と&も多く 、次iζ築啓

体五枚、隷智体二枚の順である。内訳は、唐銭二枚、北宋銭十七枚、明銭六枚で、北宋銭が多く 、

中でも 「皇宋通宝J、 「元盟通宝」 、 「紹壁元宝Jが多い。明銭では「洪武通宝Jが多く 、中には

f福J、 「一銭Jの背文があるものもある。

木製品 (第30-47図、図版51-66)

埋土から多母の木製品が出土した。図示したものの多くは般債片や製品の一部であり 、機能、周

- 30-
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第 29図 SX 043円形竪穴状遺締出土古銭

途の不明硲なものも多数ある。以下生活機能的に分額し、述べてみたb、。

1 )食関係用器

漆器 (8 116 -123)、81.立を悶示した。他にも底綿、体部の破片、紛IhL.や漆の;fcIJf:oしたもの

などが多く出土している。器種は、聞が2点、うち i点(8-116)は完形品である。続が6点であ

る。いずれも外面は黒楼、内面は赤、朱漆が塗布されている。また外面には亦漆で上絵がつけられ

るが文織は不明のものが多も、。

幽物 (8 124 -130 )、敏m品、 底仮を含めて 7}知H土している。8ー 124、125は完形品

である。8-130 '.を除き柾目仮を使mし、 二重、三ifilζ巻き、桜皮でとじている。

折敷 (8 131 -162、 165、 170 -172)総数42点が出土している。ほとんどが破但品で折

敷の底仮である。いずれも角折敷である。8-131は完形品である。今回111上の折敷は、辺の長さ

をみると、 4寸のもの l点、 5、t5分，jij後が3点、6寸前後8点、7寸前後7点、 7寸8分前後が

- 31-
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5点、9、1'5分前後 3点である。乙の乙とから 6寸、7、I前後のものが主iζM!J.lJされたと思われる。

成仮の多くは、一辺上iζとじるための小孔が l対づっ 2ケ所に穿たれている。

箸 ( B -210 -229 )、多依の箸がIH土した。若干形は変形しているが、完形品だけでも 529

;t:を数える。これらの箸IH、ずれも両端を紺lく尖らしたり 、先端を切断するもので面取りを施して

いる。 完J~M，について寸法をみてみると、長さ 20cm -30cm前後が信も多く 、 全体の 9 割以上を山め

る。26cm-29c回前後のものが8本、30cm-35cm前後のものが54>:を数える。26cm-35cm iiif後の帯は

菜%、 ~(~~野と巧えられる。
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I B - 166 
cこ二二===コ了-工二二二コ…

O 只 10cm B - 167 

トー「→

叫Lー.:!.

「一一一」ーでコ
B - 163 

_..，筒

ー.

B - 168 

c:=:ニコ
B - 169 

第 34図 SX 043円形竪穴状遺構出土迫物
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柄拘 (B -182)、漆器腕を干IlfIIして作った柄杓が l点:11jこしている。

ヘラ状木製品 (B - 169、 183 - 188)、7}~:fi 上している 。rÎl，jútiを切り訴して加仁したもの

(B 183、 184 )とれI(Uを切り訴して加工したもの(8 169、 185 - 188)があるの

取手 (8 - 189)、取]主が li.'W:-t.した。Zi装部分はffi1'f1.IζはずれないようにJmr.されている。

底板 (8 - 166 - 168、 190 -206 )、17炊tf1士している。敏liiu，'，がほとんどであるが、完形

JIt'sも3枚ある。錦部を桜皮でとじたものと、そうでないものに太さく分けられる。いずれも111形に

切りmし、周縁部は若 T-fi形状tζ加工される。底阪の中にはIJlI物のほ阪も含まれていると問、われる。

道 ( B 207 -209 )， 3 J.'J.111土しているが、いずれも敏似品である。小央総3tHこ切り込みを入

れたものや、中央部iζ穴を穿っているものなどがある。また、柄をttfi人しているものもある。

桶の側板 (8 16ω3、 l附64仁、 17打7、 lげ78)λ、4点l出H上しており制の側払桜{の一f郁司協iと!思よ!われる。いず

れも打 r.内1反反りしており、全凶刷IfにE詰漆長の惣

もの (B Iげ78)などがある。

。1二コ
B 170 

幽1..1

c:::::=:=ココ
B- 171 ア-8

8 - 173 

172 

B 180 

C二二コ.
B- 174 

8 175 

M
W
-

ー一一

日 1R1 
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後 (B 267)円形Iζ1J11[し、先端却を尖らした情などの絡である。

柄 ( B 272 )、刀子の柄である。名婦人部は空洞になっている。

クシ状木製品 (B -230 -247、 251、 256 )、20点のクシ状木製品が1[¥土した。 B-234は

%と思われる。ほとんどのものは紛|以い木の一端を切り絡し、片側は削って尖らせている。

2 )衣関係

下駄 ( s 301 -313 )， JiM tから 13点出土している。 迫存状態はきわめて良好であり、完Jf~，'u'，

11 }江、倣tlll品2点である。すべて辿向ド駄であり 、話卯下駄は11¥t していない。 形状'i~)Lのktf.(

川形、小判明を官するものが 12点と Jf倒的IC多く、長Jî形を edずるもの Il~である。 大きさは、、I~

均するとkさは18叩 -22cml)ij後、IIJが9.5cml)ij後が段も多く、 hk人;のものは、 B 313 の~ð 22.8 

cm、11I12.4cmの下駄であるが、乙れは以}jJ伝のものである ，J，.，(: IJ、は s 302の長さ 15.7cm、1117.7

cmのものである。総じて乙れらのド駄を統制すると、t賞特火が、ji.i j Iζ穿たれているものより 、斜め

にずれて穿たれているものが多く 、ま た、 Ij~後のあとの部分は斜めにIfIiJ&りされているものが多い ，

さらに州知火か後儲にくい込んでいるものが 5例程ある。IjiJ1:漏より後向の減りがr]収ち、特tζ8
r、、

C .J  J: 
B 207 

ー
ハ
J

B 206 

第 38凶 SX 043円形竪穴状追続出仁遺物
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0 
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B 309 
B 310 

B 312 

B 311 

=コ
B 314 = 

B 317 
B 315 

316 

B 313 

05  1 o cm 
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303、308、310、312、は苦しく減っている。 B 301は台前部rlii'，luの花側がかなり誠りくぼん

でおりぶ記川と!41われる。ζれらのド駄をその形状、、l法から利川性別を推定してみると小さなB

302、312は子供JIJ、 B 301、303-311 は成人!J:.・f-，B -313は成人別刊11と巧えられるの

締 (B 293・294)、挽怖と総織が2点11¥土した。

住関係

屋根材 (B 179、180)、2点山上している。

いづれも侃11板を使川している。("Jケ'YIかに穴を

穿っており 、!長線材とJ7えられる。

クサピ ( B 265、266、268-270 )、大小

5l，UI¥ r.している。一端あるいは両面から削って

クサピにしたものである。

釘隠し (B 290、291)、2点11¥tしている。

いずれもま巨砲に切り訴して加てしたものである。

祭記、信仰関係遺物

船形 ( B 292)、船形状木製品が l点Hlr.し

た。4イを削り 11¥して作ったものである。

t答姿板 ( B 295 -299 )、6点出上している。

iえさは46cm前後で・ヒ部を山形に切り泌し、F部は

l'句プjから切り鋭利に尖らせている。B 300を除

き:.u痕がありかすかに文字がみられるが宇IJ読不能

である。 UI:1 ) 

290 U B 291 

。 5 10 cm 

第451ヌlSX 043円形竪穴状追総出t遺物
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その他のJJIIr，木製品

加J[木製品としたものは本米製品の一部であったものや、十倍状、1&状のもの1ζ何らかの加にを施

したらので、機能、JIl途がt、まひとつ明確でないものである。杓子の柄、制針、鍛綬のHl4品川'fJ、

糸どき桜と忠われるものがある。

.~ 1 必Jヒ世史資料館でるか外線テレビカメ ラでW~した

第 4節 C地区検出遺構と出土遺物

検出遺情 (i.l148、49、50依l、凶版10、11)

C地いくにおいて検11¥されたiflmの縫泌耐を大別すると、第 l・第2泊mrfli(耕作 l二-m4/('fj一粘

I:iltりぬ色砂!的、 I'J.~約50crn ) 、第 3 i誼椛面 (第 5Jけ-!l~色砂1'1 1'，-お nfi一 例色妙、 J'J さ約50cm)、

知 4l自mrfli-lliFhv，泊側面一(飛砂崩) の三面iζ区別怠れる。 第 1 ・ m2 地~1~I(rjか らは JF}j跡 8~彦、

tJ~I'd 9)去、慢火状追摘、 Jザ形枠組迫綿、小鍛冶遺憾、 焼上遺術、部ち込み、第 3 泊桃rfrÎからはJt-戸

跡6峰、 tJ桃16峰、減跡21，ふ洛ち込み、 ピット群、第 4遺精聞からは崩tr_住札l物跡 1I娘、竪穴状

追綿 1.底、 Jt-}i跡 6)卓、鴻跡3基、土娩23基がそれぞれ検出されている。ζζでは催.J!.凶lごとに泊

織を述べる乙ととする。

11第 1・2遺術面検出遺徳 (第48凶、図版10下)

SE 051 :井戸跡 (第52肉、図版12上、 13)

凋貧民l対同調iで検出~れた井戸跡である。 SE 053の埋上を綴り込んで術祭されている。掘り方

半面1~は、長筏 4.85 m、短径3.75mの東西に長い桁円形を宝する。 )-~側の上古都確.J!. I而からほffI~まで

の深さは約I.lmを，tf・る。煽り方中央部の弁側縫認面から約50cm偏り下げた部分で¥一辺85crnの方形

を2する横慌が検出されたが、腐蝕がはげしく銭存状態は良好ではない。問問iζ椛をたてて術慢で

継 ぎ、れ辺lζは幅約15crn、J早さ 4crnの縦仮を 5-6枚あてている。tt-側の破tllが進んでいる。 l雨羽側

の償慌が内側iにζ弓状』にζ4必民り出している。弁井-筒は直径約5印Oc佃rn目のrJ曲tt仰I仕ttl物で

物{は立H腐請食創蝕l!がJ片符t千:しく l取政り上けげ，る乙とがでで.きなかつた。

SE 051出土遺物

fj-磁fT付椀C-35、 1・f舷鋭C-36、百ー磁碗C-39、瀬戸四足徽Cー 101、鉄mc-264、治主手元

宝C-349 

SE 052弁戸跡 (第53、54図、図版12下〉

凋j争if)(北f犯で検出された片:p跡である。掘り方平面形は長径約 5.8m、短径4.6mの不整IIlJ巴を呈

し 、 J~μ底ffl~までの深志は約 2.6 mを計る。上部から約 2.3m ほどゆるやかに航鉢状に儲り込み、

さらに径約70cm、深さ約30cmほど借り込んである。約I.1 m織り Fげた節分で綴仮と巧'えられる炭

化材が検出されたが、遺伝状態は良好でない。掘り方中央部には伎(抗)1m約 1m四}Jの方形の井

- 49-
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側がIßlÎi"I~ されたと考えられるが、 .n側で残存しているのは、 約40cm-70cmの長さで太さ約 10cmの隅

性と、約70cm-80cmの長さを計る備使、さらに幅約20cm、現(].長約15cm-50cmの縦仮6-7炊であ

り、いずれの材も炭化している。井側内部には、正(I茅.約45cmの山物が付設されたものと巧えられる

が、材は検出されなかった。

SE 052出土遺物

内総鈍1:}fn~SC -31、i'T舷縦C-34、)'1'鐙綾イEIIUC -5、i'uliJ:k病h#fjJaiC -95、 IJ~l )じ.illi Î;:C -321 

C-322 、 永楽.illi'[~ C -389、宝慌印培然身部C-222、鉄製品、 じ抜き C-316、C-3 17 、 ~J

1手C--308、C--309、Cー 310、C-311、C--312、妹洲系知 -I，;l'，::(8・I，;l抗鉢、3(i必23211、瓦

町火鉢

ー齢ASJ
第 52図 SE 051・053井戸跡
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第54凶 SE 052井戸跡側面倒

SE 053井戸跡 t第52凶.凶版13)

SE 051の内ls1IJで倹111された井戸跡である。

ffii り万手面J~は出径約1.8 mの円形を呈する。

J~側篠認面から底締までは約1.0 mを計る。

井側備問、商から、約55cm偏り下げた部分で一

辺約96cmの}j形の井側を検出し、さらに乙れ

より25cm姻り下げた部分で、一辺約64c皿の方

形の井側を据えているのが検出された。四隅

には柱を立てて硝・慌を継いでいたものと考え

られるが、住はわずかしか残存していない。

井側内には直径約50cmの曲物を鋸えて井筒と

して使用したと与えられるが、腐蝕が著しく

取り上げ不可能であった。

出上遺物はない。

SE 054弁戸跡 (第55図、図版13下14上)

凋査院南西部で検出され、SE051、053

よりも占い井戸跡である。掘り方平面形は長径約 2.3m、短径約 1.8mの*刊にやや長い姉円形を

呈している。 銅り方li(jj，沼、面から井戸!底部までの深さは約 1.7mを1¥1・る。約 1.1mの深さまでは、や

や急、l乙指i・鉢状iζ締り込み、幅をせばめて90cmx80cmの方形IC深さ約30cmまで銅り込んで、さらに径

約35cm、深さ約20仰の円形の鍋り込みを絡している。約1.4m織り下げた似り)j中央部分で、展存

長約70cm-80cmの硝・桟と~.えられる万形IL配された板材を検出したが、隅住 ・ 縦仮亡事は検出されな

かった。 Jt:由IJ内部には直径約35cmの曲物を付設していたものとJr;えられる。

SE 054出土遺物

紡錘llIC-227 

SE 055弁戸跡 (第56図、図版14下、 15上)

調査民rt央部北内側で倹出された井戸跡である。熔り方'f1.面形はl丘径約1.8mの円形を宝し、下

部へいくにしたがってせばまっている。 掘り方確認面から井戸底部までの採さは約 2.0mを計る。

- 57一



鉢状Iζ鍋りドげたのち、一辺約1.4mで方

J~Iζ約1.0 m掘り Fげている。さらに自径

約70cm、 深さ約1 0cmで・円J~ I乙 t前i り込み、 そ

の F8sIζは凶径約45cm、深さ約10cmほど踊

り込んで;ILt g1Sをなしている。 側~æ商より約

1.1 mの涼むまで似り下げた煽り方中央部 SE 056井戸跡 m
 

」」

q
4
 

で一辺約80c回のん-形の、 )~側と巧・えられる材の痕跡が検出された。乙れよりさらに約80cmほど銅り

下げた部分の井側内部で、出径約60cm、現存高約10cmの幽物、さらにその FS誌に凶径約45cm、現存

尚10cmの曲物の二段のJ~悶の痕跡が倹出された。

SE 055出土遺物

自舷UllC-49、瀬戸卸しIffiC-90、供武通宝C-388、亦総色上器、須必器t(-

SE 056井戸跡 (第57凶、関版15下)

鶏fiÞ<中央郎*側で検出された)~戸跡である。鋸り方平面形は、長径約 3.6 m、鼠径約 2.5mの

- 58-



1判北fこ長いhJf~を1d し 、 鈎i り ん品泌16iからJI:戸 1応部まで・の深志は約 2. 1 mを，;1'る。挑11り}jは雌泌Ifli

から約80cmの泌さまでは、 緩やかにfrl~鉢状iζ広く締り下げたのちに、 |判側iζ 'illkt'.! 1.9 mのJj・形の

扱lì り込みを行い、 乙の F3ß I乙 j十側等を投i'~f~ している 。 臨，~fl， (flÎより約 1.2 m倒り卜げた ì~fS分で、 -ill

約90cmの11形の井側痕が検出され、井側の深さは約70cmをrflーる。)1:0111内部には、(1'(i王約1¥0cmの1111物

を付設していたものと考えられるが、!出Mlが_r，:しい。

なお、n側内坦1t f1f1より IOcm-20cm人;の傑が"t:，(1こ検:1¥され、その ì~jS'i) 1・筒 I^! を長11めており 、

意倒的に隊等を投げ込み井戸を廃棄したものとJSえられる。

SE 056出土遺物

瀬戸以利l四J.t:般c-101、鉄製品、釘C-269、C-270、C-271、石到lull、 t録C-2:{H 

SE 057 弁戸跡 (第58~きl 、 ~l版16上)

調子t区中央部両側で検出された井戸跡である 。 掘り /j 、1'.耐1f~は 、 ~í業約 2. 5 m、対係約 2.3mの

ほ~jt l乙長い柿円形を呈し、 さらに眠り方Iì(If認面より約60cm侃り下げた部分で'u'( 縦約1.5 mのド11巴を

没する樹り方になっている。乙の部分で-j[1約75cmの方形の汁・側泌を検U¥し、f1は.Jtと州側iζiえさ

約40cmの術後が各一本ずつ検出したにすぎない。Jl側内部にU'(I宅約60cm、製作，:';j20cmの1111物が付A

dれていたものと考-えられる。ただし、乙の

IHI物は井側よりもやや北方iζ約15cmほどずれ

て付設されている。 曲物痕は検出されない。

SE 057出土遺物

Jf敏腕C-40、百・舷鈍C-32の一部分

SE 058井戸跡

(第59図、低l版16下、17上)

剥査区中央部東側、 SE 056の北側に隣接

する井戸跡であり、鋸り方平面形は、直径約

3.7 mの円形を!乏 し 上部から井戸成部まで

の深さは約2.5mを計る。上部から約 1.3m 

liiiり下げた部分から長径約1.9m、短径約1.6

mの*"qK長い桁円形の似り込みが位認され

た。乙の而で一辺約1.0mの方形の鋸り込み

が検出され、その内部には柱(杭)間約80cm

凹方の隅柱描桟型の#侃1Itl$設置されている。

J~:側は隅住が四隅に銭4子しているものの、 防

伐および縦板等のill存状態は良好でなし、。)1:

側内部には11'(径約54cm、現存高約30cmの曲物
hu
--rL
 

ゴ
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が付設されている。

SE 058出土遺物

I~.瀬J ixl-I~.t宛C-73、占瀬Jj'J、sUC -80、土鍾C-234、刀 r-C-248、C-257、C-258 

鎌C-259、$IC-272、C-273、線洲系鐙 ・問拡鉢、須恵器保、内:，n1:師穂村

S I 059竪穴状iI.(第60凶、凶版22上)

調代以Jt同部で検出され

た遣備である。ー辿が~3 m 

の不絡みJf;を百し、採さ約

20cm;を，11.る。 床l師に約 1m

×約70cmの範聞で多11の炭

化物が泌められた。

埋上中より、妹洲系勉、 山-

銭が出 tしている。

S I 059出土遺物

政洲系担C-124、宅大

通宝C-379 

SX 061方形枠組遺徳

(第611渇)

調子UX:北西部で検出され

た遺備である。長径約1.8

m、組徒約85cmの}j形を宅

し、深さは約20cmを，11・る。

壁に材の痕跡をとどめ、さ

らに北側床Iltiには1tX:大lk約

50側、附約40cmの材等が桟

存しているが、いずれも遺

存状態は良好でなし、。性絡

等については不明である。

SX 062小鍛冶遺織

(凶版23下)

調子fT(北部で検出された。

約 1m Y60cmの範聞にわた

る鍛冶遭織とJ7えられる円 第四図 SE058井戸跡 向山ゴ
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j巳の活ち込みである。出色砂'[1'上上iζffilり込まれ、喰{ζはスサ人りの判j1:がsj長り付けられている。

炭化物が散布しており、炭化物地郡伊i内からは鉄搾のtJ:l上があった。

SX 063焼土遺矯 (第621>(1)

調子正区南西ffI~で検出された。 一辺約 2 mの隅丸方Jf;を出:し、深δは約30cmを，H・る。lぶl(，iIC炭化物、

一方北向きにカマド状の石車11み枯土泌が検11¥された。1"1:絡については不明で

ある。tj:t摘がIL¥ 1:している。

SX 063出土遺物

焼十:が散イピしており、

績

(第481火l、lヌ|版10F) 

調布区l朝両部で検出され

た卜桃で、 SK 065はSK

t[lt#K-224 

SK 064 -065土

2 m 

くコ064 Kよって切られている。

燃を合み撹乱とも考えられ

35cmを，11-り、埋土中に炭化

短1宅約 2.2m、深さ約50cm

m、短径約 2.2m、深さ約

を，i!・る。埋土411ζは多目の

SK 064 

SK 065は長径約 3.0

SK 064は長径約 2.8m、

物を合んでいる。

る。

F
l
i
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出
一山川品目一

・川口出
可

也
白
川
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第 60図から染付が出土している。

調ft区出東部で検出され

た上.4民で、長径約 2.0m、

短徒約1.4m、深在約60cm

(第63似l、医l版24左上)

SK 064出土遺物

割責

染付C-68

S区 066土

m
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感撚間漁緩i

z二ゴ
組治構

をJI・り、桁円形を呈する。

上以内には多{itの僚を充頃

第 61I辺

している。1:'1:絡については

不明である。



SK 067 -071土績 (第48側、 ('>(1版 10ド)

SK 067 ，~ SX 063床I(IIド制で検tl¥~れた。ぜi箆

約90cm、深さ約30cmのILJ形を官している。 SK068 

-070 は11'(1-予約60cm-1 m、深さ20-30mの川Jt3を

‘止する I-)~~{である 。 SK 070のIltuuからは漆器の破

片がtll1:している。 SK 071 li SK 067 -070より

も大相で、ぜifを約1.8mの円形を氾し、深さ70cmを

..1る。

SK 072 -082土療 (第48附、 t><1版 10ド)

人;ささカ{1I'(1不必~60cm- 1 mの川Jfjを1するもの

( SK 072・073・074・075・076・077・

082)、長徒約90cm-120個、組筏約60cm-88cmの柿

川形をVするもの(SK 078・079・080・081)

の:純Utlζ大きく 額別される。 SK075より (1m:鋭

f守:11)カ<!l¥ l-.している。

S区075出土遺物

(1敏悦台市C-50

SX 083落ち込み (第481刻、凶版10ド)

J~i・'tÞ< 1判部で倹出された1'~整形の泌ち込みである。

北京総およひ:1拘西部4ζ広がる。性総て予については不

明である。なお埋土内からは、i・7舷鋭 ・llil徹、 (1舷

小1語、 ，Ii漸J'卸し皿、妹洲系陶2器等多くの出土をみ

fこ。

SX 083出土遺物

Jf舷似合C-43、白磁盤C- 44、f' 1 1i経小~C-47、

，Ii・揃J'lEUしJII1C-89、 EEi瀬Ji版紬卸しI111C-91、

，Ii漸J'ftu脱 C一旬 、瀬戸四起鍛C-101、妹洲系型

C-120、C-155 殊洲系~:)( B型C-168、総洲系

t，:i鉢C-177、C-181、瓦質七掠C-207、砥石

C -221、 1:録 C-231、鉄j.!¥C-255、 266、釘

C -27<1、C-275、C-276、C-279、C-287 

銅烈"II"C-318、 C-319 
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21 第三遺術菌検出遺繍 <;:n491辺、凶版II上)

SE 084井戸跡 (第64凶、凶版17下)

必ずiI文中*ffl~で検出 された井戸跡である。 SE 052よって切られている。似りJi学的j形は凶径約

1.8mの円形をY し、 n側健.æ面から井戸底部までは約J.7m をól' る 。泌り Jjq】 *ffl~で・上部1から約20cm

鋸りドげた部分において一辺約70cm四方の掘り込みが検出され、内部に一辺約65cm問JJのJj形の井

側痕が舷必された。)tslIJJIi下郎の四l商には償桟が長さ約30cm-60cm、制 5cmで・妓(fしている。西側

1とは現作品.~約55cmにわた って側舷痕が認められる 。 井側内iζiま、 u'lt長約65cmをu I・る Il~物が付設ð れ

ていたものとJ7えられるが、山物の木質部は腐蝕している。δらに、この1111物IJ:.!li*に約30cmほど

ずれている。

SE 084出土遺物

，Ii瀬戸灰病h.t.沌版印C-87、妹洲系型 ・同壷A・同指鉢B

SE 085弁戸跡 (郊65似|、 凶版18上)

.刈1it<qJ*郎、 SE 084 の南側に隣接する井戸跡である。 掘り}i ' I;. r(liJf3は、凶筏約 3.05 m の川n~

を官し、n側線認l面から井戸底割1までの深さは約1.4mである。)t側O{lI1l2出でのJt-側の大きさは、

ー
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SE 087井戸跡 (第67側、凶版18下)

訓1・ilxJt*部、 SE084の北京)j向に位置しているJFJI跡である。

技IÎ り )J'I~ [由形は、 長径約 2.2 m、短径約1.75mをJI・る以内にやや長い

ノIjJ伝を屯し、編り方i権総1mからIlc"E::l官までの採さはが~1.7 m を，lI"る 。 Jt-OIIJ 

雌.tel師での片側痕跡の大きさは約80cmX80cmを計るが附十1:・協慌て与の

材は検出されていない。 J~側内部iζ はJ~悶として{淀川}された 1111物の瓜

跡が検出され、その大きさは、u1t軍約60cmのものと、Ut径約45cm(l、す

れも現μ品不明)のもの:段であるが、水質部は腐蝕している 剣り

)j!'H tより灰総l伝、除洲系t，:;鉢 ・|司健、砥石が11:1:している。

SE 087出土遺物

J火利b::iC- 105、砥石C-220、株酬品li鉢 ・lnJ型

SE 088井戸跡 (第68l刻、刷版19上)

17F 
:ミ弘ふSF

m
 

お69lヌ1 SE 089 JI'J '跡

SE 087の東側で検出された井戸跡で・ある。蝿り)j、lえifliIf3は、 -jll1.75 mをcHる)jl杉を1ftし、細

り}j縫.J!.面から底部まで・は約95cDI'a-J1・る。約45cDl鋸り下げた地点で、 一辺1.15m1'4)jの外側を鋸え

た煽り込みが検出され、さらに内館には直径約30叩、現存，:可約25叩の曲物痕が検出された。Jt-側内

総のほgr~より約25cDIの日さの埋土中に 5 CDI大の僚が多I，tfζ泌.(Eしていたが、 )FIîの使川がイミ"Jf~に

な っ た 11与に埋めたものと J5・えられる。 JF側内より珠洲系主ii鉢 ・ l， jJ~等が山上している 。

SE 088出土遺物

除洲系型C-139、C-121、l百]-，!t:iA型C-163、同保i鉢、 I，;J.，:':(B型、内!以上r.，p6.~t，小

SE 089井戸跡 (第69図、図版19f). 

必住民中央部SE 086井戸跡の北西側で検出されたJfJî跡である。 ~り }j、ド i師形はげれを約92cmの

PJ形の掘り方を呈し、底部までの深さは約70叩を計る。底部ICはIU径約35cDI、現存高約10cmの1111物を

JF向として付設したものとJ5・えられるが、曲物痕跡しか銭似していなし、。Jt.戸跡かどうかィ、lリ!な!.'.t

が多L、。首磁備等が出土している。

SE 089出土遺物

1・llifi;ill弁俄C-18、 ~Ji必器杯、 土師器畿、Ej;洲系型

SK 090土績 (第49問、凶版口上)

.J，~1管区中央部の SE 052 )F戸跡北*郎で検出された上峨である。 SK090の均!め tか SE052 Jt-

} i跡織りJjfCよ って切られている乙とから SK090上撤のほうがt恥、と考えられる。 線技~，;t SE052 

の似り方によって削平されているため不明である。 SE052 Jt-}3跡の*側部分1ζ鋸りみ

られている。

SK 091 -096土績 (!.i)49t刻、 l文l版11上)

持査区北部で検出された。民径約1.4m-1.8 m、短径約60cm-1.05仰の桁円形を呈し、採さ30

- 65-



cm-45叩を計る tJ，績である。いずれの lニ検ち埋土は湿りをおび、泥炭状の黒色t・黒約 tを主体と

する。 SK09 1 から土錘、重r~がtl:l tしている。

SK 091出土遺物

H'J!C -229、釘C-277、C-278 

S区 097・098土積 (第49刷、l'X1版11上)

SK 097は刈代区北京都、 SE 088の北側に隣接する。長佳 2.2m 以上、短径約1.8mの隅丸}j

形を1している。 ζの土織のト肘から SE112が検出されている. ーノj、 SK 098はSE088のl対

側で倹rliされた。長径約 2.8m、短径1.4m 以上の規綴をもっ}j形もしくは桁円形の t織である。

S区 099- s区 105 土績 (第491ヌl 、 ~I版 11 上)

，J，~1i 1:< LJ I央部で検出された t峨である。iえ径80cm-1 m、短筏50cm-80cmを計る円形もしくは桁

川Jf3をadする。性格等についてはし、ずれも不明である。

SO 106・107湾跡 (第49図、似l版11上)

刈1・i!:<州都で検出された鴻である。 SD106は幅約60cm、深さ約15叩をJI・る。 SD117を切り以

内応I;'JIζ.Jよる潟であるが、西側部分は削、ド等によって不明である。 SD117はlbc"大幅 1m、深さ約

JOcmを.Hり、南北方向から西方向へ必る。 SK104によ って切られているため延長沼分については

不明である。

SX 108落ち込み (第49凶、 lき|版11上)

"'~fiÞく附l1iSで検出され、 南北約 6 m 、!u西 6m以上の鋭岐にわたるイ4格Jf~の浴ち込みである。 ζ

の泌ち込みの下胞から S8J 10銅'IJ.住他物跡が検出されている。指ち込みの埋上内からは多:，tのiit

化米が検出されており(図版23中)、 ffi物跡の性絡を考える上での一つの ，n~な援本と出われる。

SX 108出土遺物

l'f低.iill弁椀 C ー 17、 占瀬戸劃~E文総瓶型瓶子C-96、 旅洲系t，l;・鉢、感!日陶か? C-201、球洲系

担C- 106、上鐙C-240 

SA 109ピット群 (第49似|、欧l版口上)

凋1・iÞくJヒ~U'，j~で多数のピット併を検出した。 いずれもu1筏が約20cm-30cmのピット鮮であり、 ffi

物跡伐穴として明際に篠:aされたものははい。図上では也物跡を楠成する ζ とはできないが、Aミ.J，'J

fifflS分の.Jt$との関連性も巧えられるため、建物跡柱穴群としてとらえたい。

3) 最下膚遺備面検出遺徳 (第50凶、区l版11F) 

S8 110鋸立柱建物跡 (第70岡、凶版23上)

訓1・tlズ州郎、 SX 1 08 泌ち込みの埋 tを除去した段階で検出されたffi物跡である。西側部分は，~'J

1i1:<外のため把鑓できなかった。J反阿 61日J( 1.0 m + 0.95 m I 1.05 m十1.2m十l.Im十 1.1m…) 

- 66-



No o「 ノず
3G  d G@OGL  。。

io 
Q 

ρ 。
。

θe@θ  
eJ 

。 2 4 m 

第70肉 S8110掘立柱建物跡 卜 一一T一一 ヲe

以上XI将~t2 IHI (2.0 m + 2.2 m)の東西線 ① 

の制ir.住日i物跡であり、東住筋は北で西へ

約90振れている。北側及び北点側IL下屋あ

るいは刷と巧えられる位制り方が検出され ¥ふ ⑩ 
た。位制り)i手而Jf3は約40cm-50cmの円形

を官し、採さは約40cm-50cmを.11・る。 住痕

跡はドJJf3でぜi径約20cmを計る。埋 t.には、

焼 1:・炭化物が.aめられ、灰色砂 ・黒色砂

等が任届をなしている。

S I 111竪穴状遭織 (第71凶、図版22下)

~1をIざ北部で-倹 111 された南北約 2.3 m、

.!~:rpG約 2.2 mを計る方形の過俄である。壁
容:::;:;;~~~;:;;;:;:;:::::::::~主主主::::;:::;:減税:滋主草:￥:拾::::::;-=以お:ミ:.:'干~持>~~:;:・:品目

，:;;I;t約20cm-30叩あり 、各辺』ζ三本の住穴 1 
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が検/1¥され、lLl径約20cm-30cm、深さ約15cm-20cmをJ十る。往復跡は一辺約10cmの方形を宝してい

る。床r(Ilfζは炭化物が散在しているが、堅くしまった床面ではなし、。南側床面から銭 (まさかり)

が11:1七している。

SE 112井戸跡 (第72図)

調沓bく北東部東壁付近、 SE 088の北側』ζ隣銭するnμ跡であるが、北内部しか検Il¥できなかっ

た。 締り Jjは隅丸方形を宅している。 j十側の材は検出されなか っ たが 、 JjJちを三する)~側痕が/ì(Ji泌

されている。掘り庁内開よより刀子写ーが出土している。

SE 112出土遺物 l 

珠洲系型c-133、C'-138、向指鉢、 』

須恵器盟、))-(C-242 干

SE 113弁戸跡 (第73陸上図版20下) / ! 
剥代区北凶絡で検出された井戸跡である。

損り )J、|乙面j巴は一辺が1.55mの方形を!宅し、

l底部までの深さは 1.35mをJIる。投flりJj[jJ

央部に一辺約90cmの方Jf~の井側を据えてい

る。 I'q隅に住をなてて、償慌で継いでいる

が、縦仮等の検出はされなかった。井筒は

l自径約60cm、品さ約30cmの曲物を使舟jした

ものと考えられるが、材は検出されなかっ

た。締り方内より珠洲系拙鉢、須恋路!(-等

が出上している。

SE 114井戸跡 (穿n5図、図版21上)

調査区北部において検出された井戸跡で

ある 。 ffiì り万平面J~は 、 長径約 1.5 m、短

径約1.3mの桁円形を呈 し、底部までは約

75cmを~ I る 。 嗣り方内部には)~側の1R跡は

認められず、やや東寄りに直径約50cm、現

存白i約25cm-30cmを~I・る i偽物痕跡が検出さ

れた。JF筒内より妹洲系長!;鉢が出土 してい

る。

SE 115井戸跡 (第74・75図、図版21上)

凋?を区北部、 SE 114の下回で検出され

た井戸跡である。鋸り方平面j伝は、直径約

SE 112 
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2.6 mの円形を宝し、底m~までは約1.4 mを計る 。 掘り Jj，， '*m~ ，ζ 、 一辺約85cmのえi形の)1.似1)を鋸

えている。南西隅を除く L叫には、納穴をfiする 7cm-8 c間的、製作iえ40叩-50c皿の間伐をI'r.てて

いるが、備桟は検出δれなかった。Jt-悶として使JlJされたIJU物は、凶i径約40cmのものが北内部に、

δ らに )\.J胞のものが%相、|対必m~ ，ζ 、 それぞれ痕跡としてtぷめられている。とくに後 行は、JI:atlレを

人;きくはみ出しており、JI:J iの作り変えが宅・えられる今

迫物{ま行総連弁文碗C - 19、株洲系控 ・ I!Î)・'~':~ A 純 11料調i

SE 116弁戸跡 (完}76側、凶級 ) 

J，~fiþ{北両郎、 S E II:i 0)北側に脱出する

Jt-J I跡である。掘り方、ド1(!iJ別立公径約 1.55m、

~í宅約 1.4 mのl将Jtlζ民い柿川j巴をeι し、 J氏

msまで・はl判側で・約95cm を，11・ る 。 続11 り方の~tml)

の愉伎が確認された。

SO 118 ~毎跡 (第50閃)

J居住民*側を尚北にAより 、 SE 117州側に

Itll折する減跡である。幅約 1.1m、泌さ約80

cm-90cmを計るが、断面は途中で一段鋸り方

がttくなり、底面では幅約15叩をJtる。段下

1M退院而で検出された遣織の巾でも占い遺憾

であると与えられる。tt絡等については不明

である。

SO 119 -120溝跡 (第50区J)

.刈'{宅区北東部で検出された。 SD119は、

SE 088から SE052方向へ必 っている。幅

m
 

l
.寸
」

第 76肉 SE 116井戸跡
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約60cm、深さ約10cm、現存長約2mを計る。 SD120はSE112北西部より SI111 ，ζ向かつて点

叫に止る織である。幅約40cm、深さ約10cm、現存長約 4.4mを計る。

S区 121- 125土療 (第50凶)

調査区北部で検出dれている土験である。 SK121はl直径約1.2m、深さ約70cm、 SK 122は直

径約60cm、 深さ約20cmの円形を呈する土)A~i である。 SK 123は一辺約 1.6mの方形を宅し、深さ約

20cmの浅い t峨である。 SK124、 125ともに長径約1.2m、短径約80cm、深さ約30cmを計る上検

である。

S区 126土績 (第50幽)

調食医北~庭部で検出されたIÎ・1径約 2.2 m、深さ約60cmを.llーる、円形を宅する t.IAWで・ある。SD118 

構および SK123 t峨を切っている。

SK127-139・148・149土績 (第50凶)

調貧民Jt告I~で検出された初円形もしくは円形を宅する十桃である 。

SK 140・150土機 (第80図)

SE 055付近で検出された土場。 SK140は長径約2m、短径約 1.8rnのイ元経j院をYする。深さ

不明。 一方、 SK 150は東側半分のみ検出されているが規段、深さとも不明である。

S区 141-145土績 (第50図)

調査区中央部で検出された。 SK141 - 143はl貞径約60cm- 1.0 m を，1Iる円形の I-)Å~io SK 144 

は長径約1.2m、短径約80cmの桁円形を呈する。 SK145は長径約80cm、短径約60cmの桁円形を'd

する。いずれも深さは不明である。

S区 146・147土績 (第50図)

SB 110建物跡の南側で検出された上峨である。 SK146は長径約1.3m、短筏約80cm、深さ20

cmの桁円形を呈する。 SK147は直径約70cmの円形の士.狐である。

C地区出土遺物

C地区出上造物は輪入陶磁頬として背磁、白磁、染付、 l卦内産陶舷額として瀬戸 ・史館、殊洲系

陶器、結前陶がある。他K鉄、銅製品、土製品、石製品、占銭が出土している。

青磁 (皿) (第78図、図版67上)

手担な口縁のC-I0を除き、他はすべて口縁をくぼめて花弁状に作り出した稜花mlである。綾部

』ζ特徴的な稜をもち、稜より上は強く外反している。内面の口封付近に線車IJによる渦文、敏文が創

っている。j底部の.in存している例では内面見込みが円形の鋸胎になっており、高台内、位付も認胎

とな っている。口径が14cm程の比較的大ぶりなCー i、11の矧と 10cm前後の小ぶりなC-5、7、

8の舶が認められる。

(碗) (第79-82図、図版67下、 68、69)(蓬弁文碗)(C-12-21) :外面1L.i!i!弁の浮彫の廻る椀で
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ある。 純弁・で縞の明瞭な頼 < C-12-16) 、 やや不鮮明 1S.縞の~í < C - げ- 19) 、 ~のない彫よ・む

浅L、矧 (C-20、21)などがある.器形IまU縁部11ζ向かつてIl'l線的に伸び、U説付近でわずかに外

Ixするものが多いが、C-20、21のようにやや内向は昧の1)総却で、全体的に，.tLO，未をJi;びる掠j杉の

ものもある。悠色はC-12-141ii投んだi'j色であるが、他li料也、制色を-il?びている。C-12は内

1m IC. ，'，1. {E文の1，彫りの線車IJが他!る。C-24、 25 も浮彫のkJj弁文の~る鈍で10if?内は泌Hfiで、 C - 24

lilll心lζわずかに利lを妓してぬぐい取っている。C-251ζ内I(II見込みに線車IJの1'1憎か勉り、 その11"

には花の印~Jを配し ている。 C-221i lÏti述の頗と火~ts. り、線宮IJによる績II~ 、 kll弁のまわるもので、

11総(I'lトIこi!lHlIlを摘き、その ドに縦線を配してkJj1l~を 1<1ll し ている C -231:t外[{uIC ì?~~ 1ζkる制

L 、 {E1rを配した焔rrllであるか、 この~にまとめた。

蓮弁のない碗 (C-26-44) : C-26、 27はは必みに，'，'((t~か内じされている C - 26は(;1~

り状の繊細なJ，lf草文で、外1(li はド、'~. ~i~から荷台まで凶Jlfì し ている。 総色li~'fi~ 、鉛色 i乙免色し、J1{ì ". 

も+大らかい。高台は削り出されている。C-27はスタンブによる印主IJの心(E文であるが舷船がlソ.く

ィ、鮮明である 。 I~i台内だけが誠胎とはり、語胎部{まJj; く発色している。 C - 28-31 は備の1!".Jfj;~Uで

ある。 C - 28、 29は口付きから尚台内は減胎となる。 C -30、 3 1 は山台内ま で~frtl され、 内 ÚIÎ見

込みには円形の鋸胎がdめられる。納色はいずれも緑色をfi?びた山色tζ発色している。 C-32-34 

li形態の矧似する碗で、容はもいlじで、納はたっぷりかかり、 {Ult泌がある。令体のlリlらかなC-

32をみると、見込みには円形の総胎があり、高台内も蕗胎している。凶JIfi;'ff~は亦く発色している 。

6.~1巴は内情気味にひ上り 、 日制 』ζ至ゥて外反する。 紬色は時制色で、 舷11削i)'; く 、 出肉 lよ)f(:~il' " 央

で紋人;となる。高台は貼り付け後、ケズ 1)を行な っ ており、fì'm~は先端を剥11 くし 、 JL味をもたせて

いる。 C - 35、 36は体部外面{立体郎外面下手から高台が尚胎してい る'， ilー形態、，1I1~作 : Itの鋭で・ある。

いわゆる fつつ乙みがけj といわれる施納で、峰色は黄色を41?びたl:k色で、艦船lii恐い。 凶iJlfimll主

持(1色で軟らかい。高台は幅広いもので、削り出しによ って作り :11され、tfJi合内の中心i".iHiえぐり

取 ったようにく ぼんでいる。凡込みには線刻による門闘が出り、 C-35はその小にkll'(f~ と 汚-えられ

る繊細Hな市花文が線刻されている。C-26もζの形態に人るものと 吟えられる。C-37-43は似の

11械部、合;~il敏片であるが、全体の不明なものである。 C-37は11紛の依く外Jxするもので磁色は

11日制色を出び口人が著しい。C-38は全体1ζ器肉が薄手で、作'ItもC-32などより小ぶりである。

総色はl:k色白出びた'，'i色で-ある。C-39はC-32とfoJ織な備である。

盤 (第82図、図版701:): C -441il.底部が語脈し、泌胎$li1¥;く 発色している。Il¥:ffl~からH刊さ

気味tζ([tびた体部は白紙tζ至って a担水平に外iζ折れ、史iζu'{1(IIC ii.ち上る。体部内l而には浅いく

ぼみが中心iζ向かい放射状によ包められ、中央ICI立運チ状の文織がかすかに観察される 乙とから;ill/l'買

をJWlしているものと思われる。服部は訴笥底iζ削りU:lされ、!J!lC qJ心κ向かい一段の山iまりを作

りlLlしている。 胞紬は乙の段まで行われている。利色t立総色を41?びている。

白磁 (第~3図 、 図版70 ド)
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蓋 C-45はつまみの欠損した蓋である。器肉はl早く 、外面には白地fL灰色の彪点がある紬がか

かる。胎土は白色で固い。

小盃 C-46、47、48はきわめて小ぶりの盃である。C-46は底部片であるが施紬は全体になさ

れている。C-47は口縁が強く 外反する形態で、畳付きから高台内が磁胎している。C-48は口縁

に向かい、全体』ζ内湾する形態で、体部立上りから高台全体にかけて謡胎している。

皿 (C -49-58) C -49は口縁が強く外反し、全体に薄手である。施利1は全体になされ、磁色

も澄んだ白色で、船土も固い。 C-50-53はやや軟質の胎土で、Iilt色も乳白色である。器肉もやや

厚手で高台はし、ずれも露胎している。 C-53は休部下半から話胎し、内面見込みには蛇の白状iζ蕗

胎古~~があり、垂ね焼きの鋭跡と考えられる。高台は削り出しによ って作り出され、 笠付きには明l僚

な段が認められる。

碗 C-54はし、わゆる口禿げの備で、外反する口縁の端部が磁胎している。磁色は育味がかった

白色で、胎土は艇く焼きしまっている。

染付 (第83図、図版7]上)

納i片が多く 、器形、文稼と もに全体の明確なものはないが、血類が大部分と考えられる。胎土、

磁胎はC-65がやや軟質で乳白色であるが、他はし、ずれも硬質で、背みを得びた白色』ζ発色してい

る。草花文 ・正:文 ・バショウ文 ・動物文などの呉須による文織が認められ、更に 1-2本の条線が

遡るものなどがある。

C-55は外面に濃淡で山水を表現したものと思われる。口縁が強く外反する小IIllである。C-56

は唐草文、或いは宝相諺文のくずれたもの、C-57は語文、C-58は自の描写があり 、獅子などの

動物文、 C-59は草花文、C-60、6]、63は外面に条線が廻り、 C-6]、62の内面には車花文が認

められる。C-60、63は同一個体である。C-64は外面、i勾台部に 2条、腹部iζl条、更に高台内

』ζl条の条線が認められる。高台内には文、ニ字の文字があり f大明OOJと読めそうであるが、

明縫でない。C-65はやや軟質な胎土で、利l色も乳白色を得びている。見込みには草花文が配され

る。C-66は腰部にバシ ョウ文のくずれた述統文織が廻り、内面見込みには鈎花状の花文がよ包めら

れる。C-67は腰部に宝相畿唐草文、見込みの円閤内には獅子と也鞠の文様の一部が観察され、高

台の仕付きは露胎している。C-68は腰部にバシ ョウ文が廻り、その上には3本の条線が認められ

る。底部の作りとしてはC-59、60、64、65、67のようないわゆる輪高台のものと、C-61、63、

66のように碁笥底のものがある。

古瀬戸・美濃

鉄板h及ひe灰手dlのものが出土している。鉄紬のものと しては小皿 ・天白茶端、花瓶、灰紬のものと

しては小1IIl、椀 、卸しJlll、瓶子、四耳琵、鉢、花瓶、四足鍛などがある。

鉄総 (第84図、凶版7]下、72上)

小nn C -69、71、72は口縁部だけに施紬された小皿である。 C-69の底部には回転糸切り痕が
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認められる。 C-70は外面下半が露胎する小血でC-69などより小ぶりである。

天目茶碗 C-73は外面上半から内面全体に漆黒の粕と褐色の触がロクロ痕にそって斑IC認め

られ、 見込みには蛇の白状の漆瓜の輸が廻る。露胎部と施納部の聞にはb、わゆる鬼仮と呼ばれる渋

茶色のつやのない顔料を塗布している。高台は削り出しており、高台畳付き端部は面取りされてい

る。 C-74-76は図上による復原であるがC-73より容量が大きい。外面下半は露胎しており、粕

は古来線で部分的に褐色の紬が斑状iζ認められる。 C-77は底部片である。外面は露胎、内面tζ漆黒

紬と総色の斑点が認められる。台部は削り出されており、中央を兜巾状に残している。

花短 C-78は花瓶の破片で、鋸広がりの円筒形である。触は外面の内面上部lζ施されたとみ

え、上からのなだれた軸が内面の露胎部fC認められるゐ

灰粕 (第85-88図、図版72下、 73、74、75)

小舟 C-79は体部外面下半を露胎にしている。利lは貨色を帯びた淡緑色で、高台は削り出し

による低いものである。

1111 C-8Q、81は口縁部のみに施軸している。削り出しによる低い高台で、中央官官、畳付部は

どに回転糸切り痕が残る。 C-82は全体iζ施軸しており、見込みにはかたぱみの葉が印刻され、底

部は碁笥底fL削り出されている。

場 C-83は小ぶりの底部から直線的に伸びる体部で、いわゆる平茶境といわれるものと思わ

れる。体外面下半は露胎しており、回転のケズリを施している。高台は削り出しで、中央と位付き

を削り残しており回転糸切り痕が認められる。軸色は黄色を呈する。 C-84は天目茶摘風の器形で、

やはり体外面下半は鋸胎している。軸は淡緑色を呈する。 C-85は体部iζ丸味を得びた器形で、高

台はいわゆる鎗高台である。粕は淡緑色、高台周縁から下が露胎している。 C-86-88はm及び、

鳴の高台と考えられ、削り出しによる高台が多い。 C-86のように糸切り痕を援すものや、ていね

いに削り取ってしまう C-87のようはものがある。 C-88は付け高台で高台内と周辺を削っている。

いずれも高台は露胎している。

卸し皿 C-89 聞き気味の器形で、角ばった短かい片口が付く。口縁は基部で一也抑え、端

部で折返し幅広に作り出している。卸し目は2方向からほぼ直角に交わるようにへラ状工具によ っ

て刻まれている。粕は口総内外、片口部のみに施され、他は露胎している。底部には切りっぱなし

の回転糸切り疫が残る。 C-90も底部、卸し自の状態は問機であるが、紬は内外面ともC-89より

底部近くまで施され、器形もひとまわり大きい。 C-91、92は口縁部破片であるが、 C-91は外に

傾斜する屈めの口縁で、立上りの屈幽も強い。片口は口総をわずかに外傾させた丸味を帯びた短い

ものである。 C-92は内傾するしl縦形態で器形は聞き気味である。粕は淡緑色で口総内外のみに施

されている。

源子 C -93-96はいわゆる締瓶といわれる瓶子で、 C-93は口頭部破片で、口層部と顕部と

のほぼ中聞に巾 0.5cmの凸帯が姐る。 C-94、95は侮瓶の顕部から日部にかけての破片で4-5条
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の櫛歯状工具による沈;線がめぐり、内面には指頭大の凹凸が認められる。 C-96は口頭部が欠損し

た梅瓶で、 顕笥~fとは櫛状工具沈線が廻り上半部には牡丹底箪のJJJ花文がある。下主幹部は回転へラケ

ズりによる僚痕が著しい。内面にはC-94、95と問機に指頭大の凹凸が認められ、部分的に繊ナデ

が行われている。 軸はいずれも淡緑色を呈する。

四耳重 C --97は顕笥1から肩部にかりでの四耳査の破片である。把手は欠損して、その痕跡が

差是るが、偏平な板を体部に貼り付け、屈的させたもので、把手の上部、頭部よりの部分には4条の沈

線が回る。内面の施納は頭部付近で止ま っており、紬色は淡黄緑色を呈する。

鉢 C-98は小ぶりな鉢の底部破片である。底部から立上り付近は鋸胎しており、紬は淡緑色

を呈する。幅広の低い台が削り出されている。

小仏花瓶 C-99、]00は円盤状の裾聞きの台部のつく小仏花瓶である。台裂には回転糸切り

痕が銭っている。軸は台上部のくびれ部まで施されている。 C-99は卵球形の蕪部がつく。

四足盤 C-]O]はやや外に闘いた器形の折縁の大型四足盤である。接合した復元直径は約39

cmで、獣足状の4足が配されている。内外面の下半は露胎しており、内面には鬼仮を塗付したと思

われ、筋状tζ縞色fL発色している。外面体部下半から底部は回転へラケズリによ って平担に盤形さ

れているが、底部中心に回転糸切り痕が残る。策緑色を呈し、光沢のある紬調を呈 している。

その他の灰納陶器等 (第88図、図版72下、75)

山茶域 C -]02は極めて薄手の作りで、体部で 2mm程、底部付近の屈折部でも 4mmである。

灰褐色の胎土で重ね焼痕と思われる帯状の自然紬が口縁部に認められる。内面にもゴマ振り状に自

然粕が認められる。

(産地釆鮮の灰紬陶器)

C-]03、104、105は軸調、胎土などが古瀬戸、美濃とは異なるものと判断されたため、乙れ

らとは分けた灰紬の陶器である。C-103はボタン状の粘土貼付のある小鉢、C-]04は回転糸切

り痕を底部に残し、低い台を貼り付けた皿、 C-]05は締歯状工具による縦位の浅いカキ自を施し

た鉢、或いは'謹の胴部である。

珠洲系陶録

灰背色、灰色、暗灰背色の色調で、還元炎焼成による須恵、器系の陶器である。器種としては、費、

畳、鉢がある。鐙 ・査の分類は、吉岡康暢氏の「珠洲法住寺第3号窯jの分額による、器高 l対口

径 l程度の器形を型とし、器高 2対口径 !ないしそれ以下の器形を壷とした分頬に従った。 しかし

全体系が復原できない破片がほとんどであるため、胴部破片については、湾曲の度合と、器肉の厚

さ、打圧痕などによ って箆と査とに分類した。

聾 (第89-92図、図版75下、76、77上左)

C-]06は全体が図化できるまで復原できたものである。底部は砂底で、口縁部は角ばった短

いもので、口径約45cm、器高約42cmの中型の裂で・ある。製作工程は、口、胴、底の三段階にわけで

- 84一
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成形されている。まず、 ロクロ(I!:!l転台)の上に砂をおき、その上iζ刊仮をおき、ょに粘土純を巻

き上げて、服部付近の鉢j巴を乙しらえて叩き締め、いったん乾燥させたのちにふたたび粘土紐をどさ

き上け UIlき締め、 胴ffi~を成形し、 吏 tζ口鋭部となる粘土得をつぎた している。 打圧1.flは上目阿部で

備位、 '-1]胴百~Sでイヨ F り 、 底部付近では償ー位が1:であるが部分的に斜位になると乙ろもあり 、 j底部で

は.i!J!続tl:がない。内面は底部から口縁の脳曲直下まで""fJ円形の抑圧痕が認められ、111;;"ffSとrllJ[阿部の

接合郊には償i位のカキ目が認められる。胎土は暗氏??色を宅し、仁l縁ー郊に11古制色の個所がある。

沙~fζd敏n.について、しl鋭部、嗣郎、庇部についてその特徴的な形態、t支法なとについてふれて

みたい。

LI縦形態としてはC-107のように長いU縁部をイiするものは乙の l点のみで、{也は、C-108 

- C - 1 1 9 のように短いずんぐりした玉 ・ f~縁状の口縁である。 しかし、 屈曲がC--108 -112、

115のように比較的強いものと、C-116-118のように1:-111仙の刺し、ものがある。又、端部』ζ丸昧

をもたせたもの、角ばったものがあり、lごl縁形態は一線でなし、。1I縁付近における打正泌の状態も、

打正がし|縁部への屈折付近からすぐ始まる C-114-CI18と、やや離れた位白から始まる C-107 

-113がある。後者の矧にはC-]09のように始めからイI下りにi引き締めるものがe泌められる。

胴部叩き締めの打圧痕の条線はC-119 -122のように繊細なものと、C-124 -la4のように

C - 106 

ヒー ;ー」
第89図 C地区出土珠洲系陶器重要
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やや太めのものがある。いずれも胴上部は績、胸中部は右下りの巡続する打圧痕となる。内面は円

形、或いは術円形の抑圧痕で、C-128のように縦位のへラ状工具によるカキ自の認められるもの

がある。

C-129、135-144は底部及び、鋼部との倭合gs破片である。綾合節は、凹線とな って明僚に

観察できるものが多い。 C-129、139のように接合部内面に償位のナデつけ、或いはへラ状工具

によるカキ目が認められる。打庄痕は接合部までは右下り、底部付近では償位である。底部はいず

れも砂底で、内面の抑圧疲は底都中央まで、打圧痕はほとんど立上りまで認められる。 C-135の

打圧痕の条線は特に繊細である。

護 (第93、94図、図版77、78上)胴部の%ないし%程度に相当する底部をロクロ(回転台)

で鉢形に乙しらえ、その上に粘土紐を巻き上げ、叩き締めて胴部をつくり、口縁部を取りつける鐙

と刷機の成形のi:l A と、器体の整形に主fLロクロ(回転台)を使用した小型品の~'~B がある。 Aの

胴下官官の鉢J~部分、世B の器面にも、ロクロ痕とは合致しはい凹綿や、亀裂が認められる ζ とから、

粘よ塊から一気に水鋭きにしたものでむく 、粘土紐によりー担、巻き上げ成形した後1ζロクロを使

用しているものと判断された。必Aは器高40叩前後の中型品、道Bは器商20cm前後の小型品と思われj

心u!A)C -123、145-166は叩き締めのある壷で、口縁はC-145のように器肉の厚いやや

直立はものと、 C-146のように「く j字状に外傾するものがある。 C-147も端部を肥肉iζ し、

146と同織の形態とJtえられる。叩き締めは顕基部から打ちはじめている。顕部付近の打ちはじめ

が水平になるもの (C-146、147など)が多いが、 C-148のようにδ下りに打ちはじめるらの

もある。文C-149のように絡子状の叩きも認められる。胴中部は右下りの叩きが多いがC-123、

152のように縦位1ζ述続して叩き、綾杉状の打圧痕を残し、器面を多面体状iζ仕上げるものがある。

文、 C-162のように打圧痕を消しているものも認められる。 C-160、163-166は底部、及び、

胴中部と底部との接合部であるが、ロクロ痕が内外面IC認められる。底部遺存のC-163-166は

鍵のような砂底の痕跡、必Bのような糸切り痕などが認められず、指、或いはへラ状L具により不

定方向のナデつけが観察される。

《器B>>C-167-176は粘土巻上げ後、ロクロ成形した小型蛮で底部fCはC-172-176のよ

うに静止糸切り痕が認められる。 C-167は屑部直下と考えられ、 初歯による仮幅の小さい波状文

が回る。内面の器点面は凹凸が著るしく 、底部立上り付近で器肉が極端に厚くなる。

(片口鉢) (第旬、 96図、図版78下、 79)

器体IcC-I77の上と幹部に認められるようなロクロ回転によって生じるひだ自の凹凸と一致しな

い継ぎ目やひび割れがある例が観察され、結土擁から一貸した水娩きによ って成形されるのでなく 、

いったん粘土紐巻上げによ って成形し、 二次的Kロクロを使用するものと判断された。

ロ縁形態は端節外国で面を取る、外削ぎの例は江く 、ロ縁基部でかるく抑え、端部を肥厚にっく

り出し、水苧にするもの (C-177-181、183、184、186)と、端部が内傾するいわゆる内削

- 91ー
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ぎのもの (C-182、185、187、188)がある。内削ぎのものにはC-187、188のように面取

りした端部に繍鈎状工具による波状文をつける例がある。水平な端部のものではC-177のように

わずかに中くぼみのものが多いが、 C-181のように丸味のあるもの、C-186のように平直なも

の、C-180のように外端部が突き出すものなどがある。

内面の卸し目は、C-172のように卸し自のない直径20cmほどの小型品の他は、すべてに認めら

れる。卸 し自の条線が 1.5mm-2 mmまでの中太の例が多く 、 2.5 cm-3 cm巾、 12-15条をー単位の

卸し自で、卸し目と卸し自の間隔の広いもの、 C一190、191、192などが乙の類である。条線が 2.5

mm-3mm程の太いものは、 3cm- 3.3 cm巾、9-11条をー単位とするものと、1.5 cm巾、 6-7条

を一単位とするものとがある。後者は

卸し白と卸し自の間隔が狭く (C-187)、

述統して引いているもの (C-198)も

ある。前f雪は卸し回の間隔の広いもの

と CC-177、184-186、195、196)、

Cー 197のように述続して密に号I~、て

いるものがある。 C-189は非常に繊

細な lmm未満の条線で、 1.6 cm巾、 11

条を l単位とする間隔のある卸 し白で

ある。 C-182， 193は使用のため磨

滅しており、正6をな卸し自の状態は把

録できないが巾 2.5cm以上、9条を一

単位とする乙とからC-177などのよ

うに本来は太い条線のものと思われる。

底部治存例はC-177と193のみで

ある。両者とも静止糸切りによってロ

クロから切り離されている。C-177 

には成形後、持ち上げる際についたと

考えられる指頭の痕跡が立上りに践る。

越前陶 (第97図、図版79下右)

C -199 -206は越前陶と考えられ

る赤側色、或いは悩色を呈する鎚の破

片である。 C-199、202-204 Iζは

黄緑色の自然積bが認められる。器面調

整としてはC-200のような簾子状の

C -177 

5 10 cm 
ニゴ

第95図 C地区出土妹洲系陶器片口鉢
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叩き、c-201のようなへラケズリ、内面にはc-203 -206のように指頭、或いはへラ状工具に

204のような繊ナデ、体下と幹部ではc-203、よる倹位のナデつけ、外面は頭部IC近い部分では、

口要員206のような縦位のへラケズリ状の，調整が認められる。口頭部のっくりとしては、c-205、

C 2Jcmを計るc-J99は短い口頭部で、端部はいったん直角に折れ幽り、更に垂直に立ち上がる。

-202は端部の折れ幽りがN字状になり、巾広い口縁帯をっくり出している。

(第97図、図版97)瓦質土器

C-207は瓦質の火炉の口縁部で、口縁直下には菊花状の刻印が認められる。軟質で赤鰯色を呈する。

(第98図、図版80)石製品

c-208 -22Jは砥石である。c-220を除き、いずれも欠損している。C-208-211 

器、議
砥石

員 グヤーぃ・4・ノ( ~~句柏崎
司.... ピァ"J'!::.: "... .，・‘ / . ¥ ‘...・聞‘ 、‘・_.. 畠 圃 .

対町、-t看護:p-器障L

. .ふ， 、」戸、

，，J ;~:. '.メ 重 九九\"'
舟 亀谷為fhf-p¥て

ャ .._ふ ・v"':':'.'Cif ~>-

. ，-1 、

トー持議
"- "- イlP.り1'¥.-，.....;'¥.'

¥¥〉:政 支司怒とら

4予三時計::?にふ4'

ふ醤惨s

j準みJf暴

10 cm 5 。
ー一

利

I
U

C地区出土館前陶、瓦質土器第 97図
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は分銅形のもので使m痕は4面及び、下端部iζ認められる。 C-212-214は短冊形であるが使用

瓜の状態は分銅形と同織である。 C-215-217は薄い仮状の砥石で、而j側端$1ζは降り切りによ

って形作った痕跡が践る。C-218は211と同様大型の砥石で衣虫、jltj側面1ζ使J1)1f，{が接る。 C-

219は、両織に切り込みを入れた峰状の砥石で四角に面取りした後、角を更に面取りしている。他

の用途1ζ使HJする叫がjで作られた可能性があるが、砥石と問機の線痕が必められる。 C-220も把

手状のiえい突起のあるへラ形を呈し、 C-219と問機、使用目的が別にある乙とがJ5・えられるが表

直面と端8sの使川痕から砥石と判断した。

C-222は宝臨印培の犠身部と考えられる。一辺 17.5cm、pq面には12.5cmP'1}jの画宝僅印繕

線内』ζP'1仏の純子が車IJまれており、上面には笠郡を受けるfl!1穴がうがつである。廊 j三は彫りも浅く、

-1¥(サ)で阿弥陀如来(岨)、釈迦弐(パイ)、A¥:(パク)、路島して鮮明ではいが、ぷ~(キリーク)、

如米 (1句)、~師如米 CJt)、観音菩磁(東)との四方仏を配している。業師如来と観音苦磁の配し

)j•ζ!日l凶があるが、点4ζ位位していた大悲寺の本尊が型観音である乙とから、乙れとの閥辿で、薬

師如米とw音芹雌の配位をかえたものと推測される。石質は児鹿半品にみられる蹄石安山岩である。

土製品 (那99凶、凶版81)

C -223 -224は緑汀の付訂した赤色の銅湾が認められ、制の終解Sζ使JIlされたものと
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」考えられる。 c-225は小ぶりな峨禍で、内面にはわずかにガラス状の鉄線が付訂している。

紡錘E巨 c -227は亦悩色上器を転用した紡錘車で、底部の中央を妓し、周辺を円MIζ面取し、

千L;をうがっている。わずかに回転糸切り疫が銭る。

瓦 c-228は釘止めの小孔がうがってある平瓦で、布目痕はなく 、叩きら、手滑な仮によるも

のである。

土錘 c-229 -C-241 ，れ、ずれも有孔の土鍾である。形態的にはc-229のようはやや中

太の円筒形、c-231のように中が大きく膨らむ算盤玉形、c-237のように直径と長きが 1: 1 

程の寸づまりの短円筒形がある。粘土紐の結合痕が観察される例が多く 、機状のものに粕上紐を巻

きつけて成形しているものとJtえられる。

不明土製品 c -226はfl1途不明の土製品である。端部の一方を欠lf1しているが、へラ削りに

よって、断l而が六f(JIζ1日取りされている。焼成は瓦と問機4ζ軟質で、灰白色を起する。

他に凶示しえなかったが、2点のフイコ'羽口破片が出土している。

鉄、銅製品 (第 100- 102図、図版8J-83) 

C-242-251、254-259は刀及び刀子である。茎、切先、身の断片が多いが、ほぼ完形のC

-242 は令長 25.2cm、 刀身の長さ 18c皿、 身巾 2.1 叩、 平造りで両区の形態である。 ~Iζは区から 3

cm程の部分4ζU口孔がある。c-259は鎌、c-260は銭(まさかり)、c-252、261-268 は

鉄鉄、 c-286は火ぱし、 269-279、282-285、287-309、311-313は鉄釘、c-280、

281、310、313は頭部に円環のある鉄製品で鍵とも考えられる。 c-314は鉄鎖の把手、C-315

316は鉄製の容掠と語、 c-317、318、319は毛銭きで、c-317、318は鉄製、c-319は銅

製である。c-320 li中空の円錐状の銅製品で期途は不明である。
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古銭 (第 103.1041火|、 l刈版制)

C地Iべからは96枚余りの市銭か出土しているか、銭l'i名等のU))6liな....~はそのうち81点であり 、

銭円f， ・ 下体の日I)~与はH&覧lζ示しである。また代&.的な，1，銭は第 1 03 ・ 1 041刈 1<: ，)'\した。 的)JI)は

銭1'i名で24将、m本別lとすれば28憾になる。初鵠年で時代を大別するならは、府銭かー憾で7.4句、

北米銭か16符iで62.9旬、l対米銭か二純で2.50
0、明銭か二憾で21Gわである。このほか数は少ないか

え銭、朝鮮ltui;:.~/i<.ltúÏtがそれぞれ一位ずつ出 t している。 銭円%で全体の 5 ~以上を市めるの

は、凶，i.:ltu'i!.7.11 ~ 、 作符)i.:ï~ 6. 2 旬 、 天!~~)Î:"i，:: 6. 2 00、"，r;f_;ltu If 1 1. 2 'b、照明J亡i:.9.9句、)[:::!}.

ltu'校9.9~ 、 洪氏ltú'if. 11.2%、1.1<.策通If9. 90
0などである。1'f文のある1'i:幣I:LIlij ，i.;ltu 'if.か2枚

( 一 ・ 人 ) 、 j・1胤J亡 i~ 1枚 (，・11.)、自民武jlli宝 2f文 (.銭 ・一校(1.イミlリ1)である。

第 5節 E地区検出遺構及び出土遺物

検出遺徳

本地区で検111された泊織は、堅穴住届跡、掘立住建物跡、滅状追織、上峨、その他 (ヒ γ ト等)

である。 11:1t遺物については、実測可能なものは洩れなく集録し1文iぶしたか、{自に倣ji-T予も~:，tに

みられる。なお、瓦矧については一括して後述する。

SI 160住居跡 (第 106肉、凶版28)

*同約5m、南北約 4.22mの方形を呈し、壁高は約50c泊を，nる。カマドは点l授はほq'!Jとにftljl: 

で締築され追仔状態は良好であるが、再傍築されたと考えられ、内いカマドの一郎か1判MIIζ妓(?す

る。焚r1部付近には焼上、粘土、炭化物か多品IC検出された。特穴は必められないか、行々出筏約

30cmを計るヒットか凶壁南側iζ1i圏、北壁西側付近iζ2桐認められる。市1分tr.・JIζ悶t，'I1か，J!.められ、

特1ζl判格下は良く妓る。本住居跡は 51167住居跡と屯観しており、み:iI:I，l;跡か新しも、。}J位は州峨

かlまぼ1t-1Jじを桁している。

SI 160住居跡出土造物(第 107凶、図版85)

上側部、 ~tü!{綿、砥石、 鉄鎌、鉄織、 平瓦(埋こ上) 、 行段丸瓦 (.ttn ， . .)てす;か11¥1'.した。

(埋土出土)

E-3、 E-4、 E-5は円縦割1から頭部にかけて段を利する tCI!i器製で・ある。 E-2はなi必器

益である。ツマミ fffSを欠き、!t3程の残存である。天井部外面は-~iSI"l転へ ラケズリがみられ、 I"lti

ヘラケズリの後に間fれなナデを行っている。灰白色を呈し、胎 f:、焼成Jtlζ良好である。 E-6は

砥イ7で、4IfiiIζ 使川痕か辺、められる。石質は緑色凝灰岩である。 E- 7 は鉄鎌の敏~r で、メj部か若

干内反りする。 E-8は鉄鍬で、先油部か偏平、茎部か内角形を草する。 Jtlζ鋭化がお:しい。

(床面出土)

E- I は須必6d益で、脱1ζ転用している。偏平なツマミをもつか、中央総はわずかに顕宝珠状を

宝し、全体的に少々いびつである。天井部外面は回転へラケズリを施し、切り鍛しは不明。内面l乙

- 105-



第 106凶 SI160・167・168住居跡 卜- I I 

E- I E 2 
は全体lζ~泌がぷめられ、

かなりすべすべしている。

以色を1し、胎上、焼成共

iζiミHである。他iζ、カマ

ド焚11部付近より t師器型

呼の敏)'，・かIUtした。

/曇 f望室51， 
81 161住居跡 (第 108

側、 t><1版28)

!u州約 4.72m、南北約4β

mの)j}f~を日し、 壁高は約

50cmを.11・る。カ7 ドはI将噌

E-3 E 4 

-[1-0 守22仁コ ε 6 

8-2-E-8 鹿土向上

8-1 
o 10 cm 

床而底上山上 卜ー L I 。E 

第 107図 S [ [60住川跡Illt地物

州市り lζ粘上で稿築されている。住火は終コーナ一部四隅に検出され、jじ凶、北東コーナ一部は終

々自任約40cm、 南西、南東コ ー ナ - ~5は各々凶径約20cmを計り 、 遺仔状態良好な周j脅か巡る。 万{也

- 106-
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第 108図 S1 16 1 t1/，I}跡

は州i授がほぼ南北を指している。

SI 161住居跡出土遺物 (第 109(火|、依|版 85)

七師器、 須恵器、 縄文式 k務、 石鋭、 鉄3及、 半瓦(J:I~上、 カマ

トん-:~d1 ) 、丸瓦(埋 t) 等かtH tした。

(埋土出土)

E-9は口縁部から顕部にかけて段を有す土師器質である。rI 

Jr5fflllζは凹線か巡る。 E-12は先端却が偏平な鉄鍬である。 鋭化

m
 

丹

4

警 r
d ノ

?;!?! 
E -9、E-12峻上rll土

O 
E -10、E-11、 E-13 E- 13 

周iTi内出上 o 10 cm 
第 109図 S ( 161住民跡出土遺物 にニコ=二ゴ

か ~:しい。

- 107-



(周溝内出土)

Eー 1 0は縄文時代晩期の土器で鉢型の器j巴をなす。地文はL{~単節斜縄文を施し、 体部下端は 、

際消純文の手法を用いる。 E-]]は石織で、石賀は疏紋岩である。 E-]3は鉄鍬で、先端部が偏主jZ、

茎8i~が四角形を呈する 。 銃化が著しい。

SI 162住居跡 (第 ]10凶、図版29)

点西約 4.88m、南北約 3.1mの長方形を呈する。SI171住居跡と・E復しているため西側は不明

で俊の泣存状態は良好でないが、残りのよい東壁のs!if:jは約50cmを計る。カマドは点峨北得りに粘

土で構築されていて、p旬袖付近iζ焼上、炭化物が認められる。柱:穴は検出されなかった。本{tI;l;跡は SI

171住I.!.;跡より新しし、。方位は凶壁が不明であるが、ほほ.南北方[;'Jを指している。

SI 162住居跡出土遺物(第 III [菌、図版85)

土師器、 須I~、指、鉄鍬、 平瓦(埋土) 、 丸瓦(型土) .等が出土した。

(埋土出土)

E-16- E一 18は口緑tfl~から頭部にかけて段を釘す土師器盟である。 E- 18の I Ilt'f剖れとは浅いIlfl

線が巡り 、 へラ状工具と考えられるもので巾広の潟を作り出している。 E- 1 4は ~tl忠掠台付J(.。 底部

51 171 

ja--
、、

A

十

卜一一ト一寸
第 110図 SI162・171住居跡

- 108ー



切り厳しは1"1私ヘラ切り。f2i台を貼り付けた

後、J.'J辺部i乙ナデを行う。 lT灰色を2し、胎

上lζ砂f'oJ.、小石粧が少々泌入するが、焼成は

良好である。 E 151i須必指短顕必。出上地

点はまばらであるが、ノド住民跡からの破片出

t数が紋も多かった。外IIJIは全体的1ζ回転へ

ラケズリを行い、休部上、I~はロクロ伎が認め

られ、 F 'I"ζ (i部分的に、I~frタタキ仮痕がみ

られ、 体;百1II I f~t.からドJilr.)へへラケズリを行

う 。 庇;司IIc尚子?を (iする。 !氏~il と体部下、ドの

彼'"・数点は、 :次火熱を受けたものと目、われ

亦符.色iζ変色し、仙は汚れた灰白色を呈する。

E -14-E -19 

哩 i二1111:

E 14 

胎1:1ζ砂粒が少々泌人し、焼成はやや軟弱で

ある。 E-19は鉄mで、先端部が偏平、茎部

が内角形を冠する。 鋳化が苫:しい。
判長"f雷夜8

81 163住居跡 (第 112、

113凶、凶版29)

*同約 4.1m、南北約4.56

mのJj形を宝し、 11~f~;jは約50

cmをよ十る。カマドは-*壁崩寄

りに粘 lょで構築され迎布状態

はhHfである。焚1I:".il付近iζ

は*"it，焼 1:，I:X化物が検出

され、 カマドrll .!k mlには U~

を文えるための点脚として石

が閉められている。十t火は各

コーナ一円I1の附削と」ヒ辺lζ2

側、附.il/l1I央部lζ2側、I将辺

rll.!kfflIlc 1例検山され、j品ii4

か巡る。カマド中央官官より土

師探到写の遺物が出上してい

る。 Ji(なは尚I脅かiまぽ南北を

t行している。

第1111苅 SI162出足跡111上遺物| で一 寸

o 
第 112 図SI163住居跡 | 
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SI 163住居跡出土遺物 (第 114図 伝l版85)

士師器、須恵、器、砥石、主j?瓦(埋上)等が出上し

た。

(埋土出土)

E-20は上師器小型手担ね土器である。ロ縁部を

欠き、l或形はかなりいびつである。階約色を呈し、

胎土iζ砂粒を合み、焼成は良好である。E-23は砥

石で、4耐をもl.!川している。石賀は凝灰iE;である。

(カマド出土)

E-21は土師器型の底部である。外面は縦位方向

カキ日を施した後にへラミガキを行う。内而は部分

的iζハケ自が認、められ、焼成良好である。E-22は

底部欠銅の上師器型。口縁部内外面は横ナデを行い、

体部外面縦位方向、内面横位方向1ζ太目のカキ闘を

施す。カ キ目は内外面同一工具によるものであるが、

外面はカキ目の後に全面にナデを行うが、部分的に

カキ白が残る。全体的にいびつで-ある。黄禍色を呈

し、胎上lζ砂粒を多く 含み、焼成はやや軟弱である。

SI 164住居跡 (第115、116図、図版30)

東西約 4.2m、南北約 4.56mの方形を呈し、壁高

は約60cmを計る。カマドは南側西寄りに粘土で総築

され、焚口部付近には焼土、粘土が認められた。

e 

l。
第 113凶 SI 163住居跡カマド

m
t
4
j
 

~Eー 20
E-21 

E -20、巳ー23 .l!g上ILU二
10 cm 

二コニ」ゴ
E -21、E-22 カマドIIUニ

第 114図 SI 163 {主屈跡出上迫物

柱穴は北西コーナーに l個検出されている。カマド内より土師器盤、須恵器台付ま不破片、住肘跡中央部

より馬の歯、また尚西コーナーより小型の土師器費、瓦等の遺物が出土している。S1181住肘跡と唱

能関係にあり 、本住居跡が新しい。方位は西壁がほぼ南北を指している。

SI 164住居跡出土遺物 (第 117函、区l版86)

土師器、5貞治;器、円盤状土製品、馬の樹、平瓦(埋土)、丸瓦(埋土、カマド付近床面)等が出土し

た。

(埋土出土)

Eー24は須恵器付である。底部切り縦しは回転へラ切リ 、無調整。灰色を呈し、焼成良9fである。重

ね焼飯が認められる。E-25は須恵器J(.。底部切り離しは静止糸切りで、切り離し後外周に回転へラケ

ズリ調務を行う。灰白色を呈し、焼成はやや弱も、。 E-26は須恵器保。底部切り離しは回転へラ切り 、

無調鐙、行灰色を量し、焼成は良好である。火ダスキが認められる。

- 110一
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51 164 
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m
 

2
寸
」

51 164住居跡第 115図

(カマド付近床面出土)

E-29は小型の上師~~聾で、 いずれもカマE-28、

E-28は顕部が「く jの字ド西脇からの出土である。

状号;'']iし、段が巡る。口鋭部内タ踊は横ナデを行い、

休部外面は綴t立方向のカキIIを施す。内面は斜位方向

のカキ日を施し、後iζへラ状と思われる工具によりナ

デを行い、カキ自を消しており、部分的にのみカキ臼

が必められる。胎土、焼成JUc良好で、底部lζ木業痕

m
 ・
1

司・4

E-29は顕m~が「く J の字状を呈し、 ロ縁部そもつ。

51 164住届跡カマド第 116図

がnf内反する。口鋭部内外而は航ナデを行い、体部

- 111 -

外rfliIま縦位方向のカキUを施す。内而はナデを行って



おり、矧311F}jl乙少々斜位Jj

I~JJのカキ 11が部分的に認めら

れる。総状炭化物の付tfがみ

られ、Jlfit， tft成共に良好で

ある。

(カマド出土)

ε 27はt師器怨の底部で、

外IfliIま縦(，'J.)j(.，Jのカキ目を施

した後l乙へラミガキを行い、

内，flIIま机枕)j向のカキ円をhl!i

す。 IJfi1'. 、 焼成J~Iζ良好であ

る。 E 30は11縁部から頭部

にかけて段を{jする上師器製

である。 E 31は須恵器聾の

破片をやJmした円盤状上製品

である。{自に須J忠器台付Jfが

出 1-_したが倣1"，-であり凶ぷし

えはかった。

SI 165住居跡 (第 118Jl(1、

凶版30、31)

*尚約 4.7m、南北約4.56

mの JjJt~を立し、常高は約60

cm合Jる。カマ ドは南壁*~

E -24 

E -26 

E -27 

ε-30 

園田園田副画邑

~......r..;;:;←z司号 r 

tl 

繕
28 

一舎一
31 

E -24-E -26仁二コ

E -28、E-29 

カマト付近床I而IHI二

o 
ヒー

10 cm 
りに私'i1-.で構築され、焚しl:'Iil E -27， E -3D， E -31 カマド1111:

第 117凶 S [ 164イ引け跡11¥1:遺物
から0:1，';跡中央まで広範聞に

わたり*"it、焼 t、炭化物が必められる。住穴は検出されなかった。 本仕組跡は SI

M跡と.r(~関係にあり 、両住16跡より新しい。方位は西壁がほぼ南北を航している。

げ6・176位

SI 165住居跡出土遺物 (120凶、tヌl版86)

1--師器、須忠器、紡錘車、上線、})1亡、、ド瓦(埋土、カマド内)、九瓦(t型土)、有段丸瓦(ttJl上)

$が1111-.した。

(狸土出土)

E-33は紙'JX器保である。版印切り縦しは回転へラ切飢餓凋整。-j'j'J.J<.色をさ泣い焼成良好である。

パダス キがd、められる。 E-34は組込{器蓋で、偏平なツマミをもつが、中心部はわずかに撮宝珠状

。，u



SI 165・170住民跡

を‘止する。切り離しは不明で、[111転へラケズリ調整を施

す。全体的にいびつで、外而"i>.:{本』ζ自然軸がかかる。日行

l米包を:止し、JJ台土に小石粧を合み、焼成良好である。

Eー38は上錘である。 Eー39、E-40は刀子で、刀身部

の破片である。 鋳化が者:しい。

(カマド付近出土)

E-35、E-36は土師器鍵の腹部である。 E-35は外

Ifo Iζ縦位方向のカキ目、内面はハケ目がみられ、底部iζ

水虫ミ瓜をもっ。 E-36は外而lζ縦{立方向のカキ目、内面

は備位ノJ向のカキ目を施す。 Eー35、E-36は胎土、焼

吋

jぷ~Iζ良好である。 : 
第 119図 SI 170住居跡カマド

m
t
t』
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(カマド出土}

Eー32は須必器!(-である。 l底部切り雛しは副転へラ切り、無調整。全体的には以JI色を官するが

底部外f.'iJ一部が栂色をなし、焼成は良好である。 E-37は紡錘ポである。

81 166住居跡 (第 1211刻、肉版31)

南側li ，~~ft()<外なので不明であるが、*西約 5.02mあり 、 調究部分より)!;えて}jlt;を Yすると思

われる。明日は約20仰を計る。カマド、柱穴は必められない。方伎は西壁がほぼ南北を指している。

81 166住居跡出土遺物(第 122凶、 F r== J ¥"一一一一

凶版~) ~こ

上師器、なi.oJJ~官、純文式七日~、 1:

鋭、鉄m.、開状合H、、ド瓦(.t!Jlt)、メL

瓦(J:fJlU てらがIIJ1'.した。なお、問状

金uについては鱗化が符しく 、鋪取り

作業のj断定で似品iし、以lぷしえなかっ

た。

(埋土出土)

E 42は土師器、31と)!;えられる器形

の底部である。外I節は縦他方向のカキ

目、内而はb悩品

かなり雑な作りでで.ある。 E-43、E-

44は白紙調iから矧fflSにかけて段を行す

る土師器挫である。 E-41はツマミ部

を欠く~J.i必~lÆで、 約y2程の股仔であ

る。内面lζ2条の事1J仰がJ出

められ、議印とも巧・えられ

る。 JJ合1:1ζ小イ[粒を多く合

み、器LUlIまざらざらである。

汀灰色を1し、焼成良好で

ある。E 45は純文式上器。

ε-46は上録。 E-47は鉄

鎌で、J)$I;t.内反りし、ノド

柄(f装$折り返しはメJt司SIζ

対し白戸lである。鋭化が.g.

。
g
i

・-u 

E 32 
L二ーJ

E 33 

E -34 

j 
E -36 

@ 
cD 

。

札 '/35

E -33. E-;M 
. .tIP. 1..:11 1: 

E -38-E -40 

E -35. E-36 カマト付近111t-. 

E -32. E -31 カマト11¥1 

〈こZ二コにこ3
o 0 

E 39 E 40 

E -37 E -38 0 1 Oc潤

第 120図 S 1 165住'1';跡11"1t泊物

第 121I誼 SI 166住屈跡

- 114ー

~C 二 1



81 167住居跡 (第 106似し凶版28)

*西約 5.1m、市.11:約 5.2mの方形を苦し、壁

正;jは約60叩を"十る カマト{立市I警!+!t寄りに粘七で

傍築され遺作状態は良好で、カマド中央部iζ平瓦

を揺え、その上iζ.1:師器賓の服部を倒立させて置

き、支脚としている。他IC石等もみられた。住穴

は検出されなかった。北京コーナー外側ICJ二師器

盟が 2例体III1:したが、.-t:H:肘跡lζ伴うものかは

下IJ然としなし、。本住1，1;跡は SI160 f以奇跡と0[(絞

|刻係にあり 、ノド{工Jtl;跡が8い。}j位は西控がSI

160住l.ti跡と ，n観しているが、 I将北を指している。

81 167住居跡出土遺物 (第 123肉、図版87)

t師獄、組.\!.{~昔、、V.瓦(カマド)等が出土した。

なお、 ~J~必器については破片であり凶ポしえなか

った。

(カマド出土)

~~‘ 

E 42 

右守肩き窯さ旨表ζι ヌ
E. 43 

こぐ / を込 a-一“ ... 

E 44 E 45 

外面か綴{なJJ(.l)のカキH、内面は綴位方向のカ

キHをb1gす仁師路鍵である。底部iζ種子と思われ

Eト日…一→4十一4引←川l卜日~→E-47

る11:艇が，02められる。焼成良好である。

81 168住居跡 (第 106肉、図版28)

SI 167イUJi跡のI旬般にカマドの痕跡のみが残

勺ている住'r';跡である。 SI167住居跡を構築の際

破峻されたものと思われる。乙の乙 とより本住館

跡は S1 167 f引け跡より I刷、と考えられる。

なお、III1:.i1l物はなかった。

81 169住居跡 (第 124、125~1、 図版26)

見i西約 3.8mで、出北は北側が泌ち込みで切られて

いるため不明であるが、JjJ巴を宅すると!思われる。カ

マト lまl判明*~tりに粘上で構築され、中央部IC丸底の

上師器聾か支脚としてふせられていた。住穴は認めら

れない 1羽根は、出回コーナ一部と西壁下に一部確J、

された 51172 {I;J，J)跡と市綴し、ノド住鰐跡か新しい。

JiiiLlま同情かはほ'南北を指している。

⑨ E 46 

第 122凶 SI 166W，J;跡11¥t泊物

18 

o lO畑

第 123図 SI 167住肘跡出土遺物



A
V
 

。
第 124凶 51169{UA跡ヒ

ミコJ
E-49 

E 49-E-51 カマド出土

必》勝ぷ

トーート-Lm
第 125~J 51 169 Ü.~I;跡カ マド寸

第 126図 51 169住居跡出上遣物
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81 169 住居跡出土遺物匂~J26図、図版87)

t師器、須恵器、平瓦(カマド)、丸瓦(埋

りて容が出土した。

(カマド出土)

E-50は土師器獲である。ロ縁部がゆるく外

反し、 外面は縦位方向、内面は繍位方向l乙太田

のカキ目を施す。胎土tζ砂位、小石肢を多量に

含み、焼成は良好である。E-51 はカマド支脚

として倒立した状態で検出した

定形の上師器裂である。器%は

砲仰型を呈し、頭部が「く」の

字状IC外反し、口唇部がやや内

反する。ロクロ整形されており、

体$外面上半は績位方向のカキ

目、内面は縦位方向のカキ自を

施した後lζ綴位方向のカキ目を SI 171 

施す。体部下半及び底部は、外

面が斜位方向iζ平行タタキ板縦、

内面に同心円アテ仮痕が認めら

れ、体部外面中央部はへラケズ

リが行われている。色調は赤繊

色を呈し、胎土IC小石段が少々

浪人し、焼成は良好である。ま

た、外面の一部lζ煤状炭化物の

Hðがみられる。 E-49は~Ji忠

器J匹、底部切り雛しは不明で、

t師器にみられるようなミガキ

が調範として行われている。灰

(1色を呈し、焼成はやや弱L、。

81 170住居跡

(第118、119図、図版30)

本住居跡は51165住届跡IC

切られているため全体について

コ 3

o 10叩

ト一一一 I一一一寸
5O 127図 51170 
住居跡出土遺物

寸戸』ー

SI 164 

ー
守

m
l
4
lJ
 

内
ノ

第 129図 51 172住居跡

勾，



は不明である。カマドは南壁西寄りに粘土で権築され遺存状態は良好である。焚口部lζ焼上、また

東袖付近iζ粘土、焼土、炭化物が倹幽された。柱穴は認められなb、。本住居跡は sr165・176住

届跡と盟組関係にあり sr165住居跡より古く 、sr176住届跡より新しい。

SI 170住居跡出土遺物 (第 127図、図版87)

t師器、須恵器、平瓦(埋土)等が出土した。なお、土師器については破片であり図示しえなか

った。

(カマド出土)

須忠器J(.で、底部切り縦しは回転糸切り、無調整。灰白色を呈し、焼成はやや弱い。・。

SI 171住居跡 (第 110図、関版29)

~内約 5.1 m、南北約 4.4mのJ5J巴を呈し、壁高は約30cmを3十る。カマドは認められない。住穴

は計 3伺検出された。周溝は西 ・南辺にみられる。 sr162・172住届跡と重接関係にあり、本住

居跡は SI162住居跡より古く、 SI172 住居跡より新し ~'o

SI 171住居跡出土遺物 〈第 128凶、図版87)

上師器、須恵器、鉄鎖、平瓦 〈埋土〉、丸瓦〈埋土)等が出上した。なお、須恵器については破

片であり図示しえなかった。

(纏土出土)

E 53は内黒土師器高J(.の

脚部である。E-54は土師器

聾の底部で、外面は繍位及び

斜位}j向のカキ目、内面は横・

位方向のカキ目を施す。焼成

は良好である。E-55は鉄銚

で、先端部は偏平、茎部は四

f(I}ちをE止する。鋭化が者:しb、。

SI 172住居跡

(第 129凶、図版27)

SI 164・169・171・181

住脳跡、mち込み等で切られ

ており、市北は不明であるが、

束尚約8.5mを計り、方形を

号すると巧・えられる。カマド

の付投は認、められなかった。

j 同色

E -57 

E -56 -E -61 

士型七111土
E -58 

竺竺ち?4レ ーーーーてa

戸時¥ 〆'
叫-軍司~ . 

• 
誠一命 戸一

E -60 
o 10叩
トー 「圃 」

第 130図 SI 172住居跡出土遺物
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SI 173 

。 10 cm 

第 132図 SI 173住居跡出土遺物

SI 172住居跡出土遺物

(第 130図、図版88)

対 越wz
土師器、須恵器、平瓦(埋土〉、丸瓦(埋

土)等が出土した。

。 2m (埋土出土)

E-56は内泉土飾器高村の脚部である。

第 131図 S1 173住居跡
E-59は土師器型。口縁部内外商横ナデ、

外面は縦位方向のカキ目、内面は横位方向

のカキ目を施す。 外面に燦状炭化物の付す7が認められ、胎土、焼成共に良好である。E-60、ε-61は

口縁部から頭部にかけて段を有する土師器聾である。 E-57は須恵器席。底部切り離しは不明であ

る。色調は補色部分と有灰色部分がみられ、焼成はやや~~い。 E -58は須恵器聾の口縁部である。 灰

白色を呈し、焼成はやや弱し、。

SI 173住居跡 (第 131図、関版27)

SI 179住居跡の北西、 S1 181住居跡の東に

カマドのみが検出された住居跡である。カマド内

lζは焼土、炭化物等が多fiHζ堆積し、土師器費、

瓦等の迫物が出土している。本住居跡は、SI179 

• 181住居跡より新しい。カマド方位はほぼ東西

を指している。

SI 173住居跡出土遺物 (第 132図、図版88)

土師器、平瓦等が出土した。

(カマド出土)

土師器型の底部である。底部より丸味をも って

立ち上る器形と考えられる。外商は縦位方向のカ

キ目を施した後iζへラミガキ、内面はへラミガキ

が認められる。淡い赤檀色を呈し、焼成は良好-で

ある。

第 133図 。

Sl 174住居跡t

E-64 埋土出土 E 
E-63 カマド出土 問
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81 174住居跡 (第 133図、図版32)

東西約3.04m、南北約2.86m、の方形を呈し、壁高約30cmを計る。カマドは東壁北寄りに粘土

で柵築され、カマド内には土師器鍵の底部を倒立させ支脚として使用されていた。柱穴は検出され

なかった。)5{立は西壁がほぼ尚北を指している。

81 174住居跡出土遺物 (第 134図、図版88)

上師眠、須窓器、平瓦 (埋上)、丸瓦 (埋土)等が出土した。なお、須恵器については破片であ

り図示しえなかった。

(埋土出土)

E-64は土師器査と考えられる器形である。

外面は縦位方向のへラミガキ、内面は櫛位方向

のへ ラミ ガキが施され、 顕宮$1ζ沈~を巡らし、

その下は一部横位方向iζへラミガキを施す。暗 1. 

灰色、総色を呈し、焼成良好である。

(カマド出土)

E-63はカマド支脚として使用されていた土

師器蝉である。外面が綴位方向のカキ目、内面

は横位方向のカキ自を施す。外面Ir.二次火熱を

受けたと思われ淡い赤綴色を呈し、焼成良好で ー

ある。

81 175住居跡 (第 135図、図版32)

東西約3.04m、南北約3.14mの方形を呈す

る。南側は床面のプランのみしかわからないが

妓りのよいj控の壁高は約20cmをJ十る。カマド

は束壁北隅iζ束向きに粘土で構築されていて、

焚口部付近lζは炭化物が堆積している。方位は

西町2が南北を指している。

81 175住居跡出土遺物 (第 136図、図版88)

土師器、須恵器、土錘等が出上した。なお、

須恵器については破片であり図示 しえなかった

(浬土出土)

E-66は土緩である。

(カマド出土)

E 65はカマド中から出土した土師器怨であ

-・・.

旬。 ， 
， 

， ， 

ーー ーーー ← ーー_-『ーー-

O 

第 135図 SI175住居跡|

E-65 カマド出土
E-66埋土出土

E -65 

第 136図 S 1 175住居跡出土遺物
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b 
51 176 

第 137図 51 176・177住居跡

る。頭部が「く」の字状を法し、外面が縦位方向のカキ11、内

rúiは掛位'.1jf~Jのカキ目を施し 、 しl縁部内外而に紡ナデを施す。

輪悩み泌が明瞭iζ観察できる。j火白色、淡い亦m色を14し、焼

成良好である。

SI 176住居跡 (第 137、138図、図版26)

長t:凶約4.8m、南北約 3.26mの長方形をモし、幣高約40cmを

汁る。カマドは尚壁内寄りに粘上で構築されていて、然II ZiSIζ 

焼 ".が検出された。 住穴は符コーナー四隅iζ検出され、 ~t ・ 州

--N 

可 J

ト一一十一寸

'，1 

n l llm 

トー十 一--1
・1将辺の中央iζ各々 l伺ずつ、京jliの北寄りに 1.fi1iI検出されて 第 138凶 S I 176住肘跡カ?ド

いる。各々 ILl径30-40cmを計る。北壁下{乙周溝がみられる。カマド炎II;1iSICト師23盤、石、また西

袖付近に土師器型等の造物が出土している。本住居跡は 51165・170・177住1.5跡とill彼関係にあ

り51177住脳跡より新しく 、51165・170住居跡より占b、。方位は西壁がほぼ南北を指し、長制l

は東西を指している。

SI 176住居跡出土遺物 (第 139凶、凶版88)

上師器、須恵器、弥生式上器等が出土した。なお、須恵器については破片であり凶ボしえなかっ
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た。

(埋土出土)

Eー70はIl緑l)iSから鎖ZiSにかけて段を釘す

る上附器盟である。

(床面出土)

ε-68は体部中央部lζ段をもち、丸底を呈

し内rfti~n色処PUを施さない七日Ilí器 J(-である。

E-69は内以上師e.*J手で、内外面lζヘラミカ'

キをfrぅ。 E-71は，~]\，J:.式仁器の口縁部で、

口属部内外面i乙刻みを入れ、外面口伝部下部

及び矧部と思われる筒所に沈線が巡り、その

it線開ICiili続山形文を施す。内面口唇部下部

にも 2条の平行沈線が巡る。

(カマド付近床面出土)

E-67は凶納付近H¥tの t師滞型である。外而が縦{、，1. " 

方向のカキ口、内而は横位方向のカキ自を施す。器肉は

E -67 

J 
ノ

尾上:tlL:
E -69， E -71 

MミIfiI:1¥1二

E -67 カ7 ド付近WIIJIII¥t-， 

警 F釣
E -70 E -71 0 

t 
第 1391渇 S 1 176住肘跡1Mt迫物

比較的議く 、色調は赤側色を呈し、焼成良好である。総

状炭化物の付将が認められる。

紫口部It¥土(j)[-_師誌は破片であり似|ぷしえなかった。

SI 177住居跡 (第 137側、函版26)

点西約 3.6m、南北約 3.5mの方Jf~を喧し、 壁高は約

20cmを計る。北側は SI176住居跡に切られているため

不明である。カマド、村:穴は認められないが、*壁付近

に焼土が倹11¥された。東壁付近に上師器卸等の遺物が出

tしている。方位は西壁がほほ.南北を指 している。

SI 177住居跡出土遺物

t師器塑の破片が埋土より数点出上したが、図ボしえ

なかった。

SI 178住居跡 (第 140図、関版33)

*側は調子H又外なので不明であるが、南北約 5.3mあ

り 、 調子ims分より巧4えて}JJ~をと止すると思われる。壁高

10 cm 

可。
I
nv
i
-
-

m
1
4
lJ
 

n
L
 

は約50cmをlrtる。カマド、柱穴は検出されなかったが、 第 140図 SI 178住居跡

凶l~~りにヒットがみられる。床面より炭化材や、 数例の石が検出された。方位.は西壁がほぼ南北
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あ 1411刈 $1 178住民跡:1¥t遺物

審議
E-72-E-74 !IIl上山上 o 10 c翻

卜 圃1・ 」

を指している。

SI 178住居跡出土遺物 (第 141~I、 凶版89)

上師器塑が3点Il¥tした。

(埋土出土)

E -72は類部が 「く J のr凡犬を‘止する lkRl，~の担である。

頭部iζ段を有し、外Iltiか縦{I'f.)jI:'Jのカキ11をh1liした後1ζ

縦位方向lζヘラミガキを行い、部分的にカキ 11がみられ

る。内面は綴位方IIJJ及ひ斜似}j1:，j1ζカギUを施す。口鋭

部内外面IL横ナデを行う。色.J.'Aはi1j"れた持制色で、部分

的Iζ黒斑がみられる。器肉はi~~ fでかなりもろく 、焼成

はやや弱い。 外而iζffi~分的iζ総状鋭化物のHltかみられ

る。 E 73は口総gi~から矧にかけて 11条の段を有し 、 朝顔形iζ聞く盟である。体部は4たりの少ない

長胴で、作りの良い上掠である。外面は縦位方向のカキ目を施した後i乙縦枕}j[U)1ζへラミガキを行
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う。内，(Ij(i銚似}jli'Jのカキ 11を施した後iζ縦{也方向のへラミガキをけい、11総部は*3i1改hii'JIζヘラ

ミガキを行う。 内外1[liJtIC$分的lζカキ叫がみられ、 始前み痕が比鮫的旬IQ政 lζtllr.~できる 。 色調

は汚れた員約色を ad し 、 W~lJx良好で、 外面IC~禁状炭化物のf~t.j"i'がみられる。腹部IC.;j-:集出をもっ。

E-74は期滞が 「くJの下状を官するま盟である。頚部iζ段が付き、その下iζ2条又は筒1売により l

条の乱;訴lか巡る。外1(liが縦{なJJ(o'IICカキ日を施した後IC縦{、，'!.Ji伶lのへラミカキをiI"い、内rbIは峨{な

方向のカキ日を施す。 色.J，~'ま光沢のある以補色部分が多く 、 筒所により前・制色を・4 し 、 焼成良好で

ある。外l(lIfζ線分的tζ煤状炭化物がみられる。

SI 179住居跡 (第 142側、l刈版33)

見Uliが~ 7. 2 m、市北約 6.8mのイ~~佐川!院を I_.! し 、 ~I~:Jは約30cmを，0' る 。 カマド lil判明 '1 ' ~たに *.'i 1:. 

で情築され、州制1のみが践作していてiilfi.状態は良好でない。カマド州側lζ筏約 1mo)町j'誠火状ヒ

ットが検11¥され、.l!lll'.内より 1:附総鉢がtL¥1-.した。 他lζ数側のビットが検11¥された。カγ ド焚IIr:iS

より l'.r.，li掠担てらの.it.t物が/1¥tニしている。

SI 179住居跡出土iI物 (第 143側、lヌ|版90)

土師球、 ~!üH総 、 .u斧、 JJ 子、 鉄3れて与が出上した。 なお、 泊必践については彼J;ーであり 1><1ぷし

えなか勺た。

(浬土出土)

E - 77はJド内!.Hの t師器で、 崎状の器Jt;をなし 、 成形4ζ際してはロクロを{必川し lì い ~ IJ~ ;aHi r-

持ちへラケズリJ'鐙を行い、丸』まを宮し、器形はややいびつである。色調は1'Jれたりet'li立をなし、

一部赤般色もみられる。J!ti1:. fζ砂粒、 小石設を多1.1 1C合み、 焼成はやや~j くもろ L 、。 E 7811.11鋭

部から顕$にかけて段をuする土師器鐙である。内面は鎖的.方向ICへラミガキを施す 焼成山Hで、

総4火山化物の付.tI'がみられる。なお、器Jt;は比較的小型である。 E -791ま t師6.~鐙。 'Milは I く J

の手:1犬lζ浅く外1l'tiし、段が2段つく 。外I師が縦彼方ri'lのカキU、内rfriは陥似}JI旬以ぴ斜(.'r.Jjli'JIζカ

キ IJ を施す。 11制部内外 Imlま償ナ デを行う。 ~U.尚色をなし、焼成良好である。 内 Illiの -:iil と外II，ilζ

は部分的に総状山化物の付lfがみられる。 E -83は小型の防御石斧。 体総ド ' I~からメJ :~iSにかけて欠

陥し、お買は緑~，， rJとJfえられる。 E-84は刀子。)J身の般片で、鋭化がJ干しい。 E-85は鉄鋭

で、 先端部は師、Ji.、 必m~は凹1(1 Jfjを呈する。鋭化が~:しし、。

(カマド付近出土)

全てカ 7 ド以側からのIIIIニである。 E-75はロクロ非使用の内:，nt師路付である。氏絡が小さく

埼lζ近いお/f;をなす。 内外而Jtfζ 、 備位方向iζへラミガキを施す。 胎r. fζ小石粒を合み、焼I~I主婦

い。 E -76はロクロ Jド使川で、 内面~色処埋を施さない土師器J(.である。 内外面Jtlζ 槌{伝方lí'lのへ

ラミガキを行う。外I師li:，H色を帯び、焼成は良好である。 E-811立体部 F下&.び底部を欠く七師器

聾である。顕ffllが 「く」の宇状を官し、U患部Iζ凹線か巡る。外l而が縦tlI.方101のカキ H、内而は蛾-

lな及び全'I{¥LJj向tζカキ flを施す。1:1鋭部内外国iζ績ナデを行う。焼成良好である。
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(カマド出土)

E 82はカマドIIJより倒立した状態で出土した土師器聾である。矧部が fくJの'子状を呈し、段

を(iし、その上lζ数条の俊線が巡る。外面が綴位及び斜位方向のカキ口、内liiilit約{、，'1.&び斜位方向

のカキLIをまばらに施す。n鋭部内外面はカキ自を施し後lζ綴ナデをりう。MilニIC小石伎を含み、

焼成良好である。

(ピット内出土遺物)

E -80は仁Clli~鉢で、 tJi鉢状の路形をなす。 外面の巾詑より上fflHc段をもち、 11緑郎はやや内向

。

。0

0

蕊ミ
第 142図 SI 179住居跡

m
1
4
l
'
 

内

4
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¥ y 
E- 76 

E-77 

宅三ヨ r 

-G-
~ ， E -84 

E-11-ε-19. E -83-E-85 埋上IU上

ζ二コ E

a=、 ~ { .lt _ ......... ι O

I E -85 
83 

E -15. E-16、E-81

E -82 

E-80 

第 143図 51 179住居跡出土遺物
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カマド11I上
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する。外面li段を境にして下方が縦位万向

のカキ目を施し、後iζへラミガキをまばら

に行い、上方は横ナデを行う。内l屈は黒色

処理を廊し、横位方向i乙へラミヵ-キを行う。

底部内面は革IJ洛がみられ、胎上iζ小石粒が

多1立に浪人し、焼成は良針である。底部t乙

笹葉痕をもっ。

SI 180住居跡 〈第 144凶、図版26)

SI 165・170・176住居跡の両側Iζ検

出された住尉跡で、床面の1M跡しか舷認

されなかった。 確認、範聞の北側より上飾

器型写の遺物が出土している。

SI 180住居跡出土遺物

(第 145図、関版91)

t師器穫が2点出土した。

畿

SI 180 

第 144凶 SI180住居跡

E-86、E-87

床面/!j上

， ， 

E -87 

o 10cm 

冷 145図 SI 180住居跡出土地物
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(床面出土)

E-86は頭部が「く Jの字状にゆるく外反し、口松市1)'，1'・じ較的大きい。類部1と段をもち、その上方

iζ数条の稜線が巡る。外面は縦位方向のカキ目を施した後に縦位方向iζへラミガキを行い、内面は

横t立方向』ζカキ目を施す。口縁部内外商iζナデを行う。煤状炭化物の付着が認められ、全体的にや

やもろし、。底部iζ笹紫痕をもっ。 E-87は頭部が「くJの字状iζゆるく外反し、口縁部から頭部に

かけて4条の浅い段をもっ。外面は縦位方向iζカキ自を施した後lζ縦位方向lζへラミガキを行い、

内面は横位方向&.び斜位方向lζカキ 自を胞す。胎土lζ 砂肢を多く 含み、焼成はやや弱し、。

SI 181住居跡 (第 146凶、図版34)

東西約4.64m、南北約4.4mの方形を呈し、壁高は約40cmを計る。カマドは東壁北寄りに粘土で

構築されていて、カマド内より土師器費等の遺物が出土 している。住穴は検出されなかった。本住

居跡はSI164住居跡と重複関係にあり、本住居跡が古し、。方位は西壁が、北で東に約12。傾いている。

SI 181住居跡出土遺物 (第 147図、図版91) 

土師器、須恵器、平瓦(埋土)等が出土した。

(埋土出土)

、、

第 146図 S I 181住居跡
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E-88はロクロ非使用の

土師器J(.で、黒色処理を施

さないものである。底部は

やや丸味をもち、底部より

内湾気味iζ立ち上る。胎土

人以ノ
E -88 

ゆ粒、仰が浪人し、ー メ三アヰ=曹、、
部器面が加j務し、外面lζは E -90 

立u疫がみられる。 E-89は

須恵器蓋。偏平なツマミを

もつが、中心部はわずかに

燦宝球状を屯する。外1m天

井部は阿転ヘラケズリ調整

を施し、切り継しは不明で

ある。外面lζ一部自然柚及

び火ダスキが認められる。

灰色を呈し、焼成良好であ

る。E-90は天井部及びツ

マミ部を欠き %程銭存の

須恵器蓋である。肯灰色を
E一関-E90埋土出土

E -9J-E93 カマド出土

¥ふノ
事 -

¥‘J 

o 10叩

卜 I I 宝し、焼成良好である。
第 147図 SI 181住居跡出土遺物

(カマド出土)

E-91 は七師路聾の底都である。外面は磨滅が著しb、。淡権色を呈し、焼成はやや弱b、。底部1(，

木採痕をもっ。 E-92は土師器鍵。顕部が「く Jの字状を呈し、軽い段をもっ。外面は綴位方向の

カキ目、内面は櫛'位方向及び斜位方向のカキ目を施す。口縁部外面は横ナデ、内面はカキ目がみら

れる。焼成良ffで、内外面の一部に酸化鉄状の物の付着が認められる。E-93は土師器獲の底部。

外面縦位方向のカキ自を施した後に縦位方向iζへラミガキを行う。胎土tζ砂粒を多く含み、焼成は

やや弱く、全体的に飽滅している。底部iζ笹葉痕をもっ。

81 182住居跡 (第 148図、図版35)

東西約4.1m、南北約4.8mの間丸方形を呈し、壁高は約30cmを計る。東辺はわずかに床面の痕

跡が篠認された程度で、カマドは東壁南寄りに粘土で構築されているが、北袖の一郎が践存してい

るにすぎない。段穴は倹出されなかった。南東コーナーカマド付近より土師器鍵、土師器高J(.、須

恵器台付J(.等のjft物が出土している。方位は西壁が北で東1ζ約15。傾いている。

81 182住居跡出土遺物 (第 149図、図版92)
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上師器、須恵器等が出土した。

(床面出土)

E - I 00 は北壁際から出土した広口の土師器査である。 体部中央部lζ故大径があり 、 球J~をなし、

額部は 「くJの字状を呈しi設をもっ。外面は縦位方向及び斜位方向i乙カキ白を絡し、後tζ縦位方向

へへラミカ.キを行う。内面はナデを行い、口縁部内外面はカキ目を施した後に横ナデを行う。器肉

が厚く 、全体として均獲がとれ安定感がある。胎土iζ砂粒、小石粒を含み、色調は淡黄色で紫斑が

みられ、焼成は良好である。底部に木葉痕をもっ。

(カマド付近床面出土)

全てカマド南側からの出土である。E-94は内黒土師器高咋である。外面は派部が償位方向のへ

ラミガキ 、 I手者I~ と脚部の接合箇所は害J]れ口により観察される。 外面色調は赤燈色及び一部黒色を2

し、 t完成良好である。E-95は内黒土師器不。内外面共にへラミガキが行われ焼成良好である。

E-97は土師器盤。額慌がゆるく fくJの字状iζ外反し、段をもち、その上iζ軽い段をもっ。外而

が縦位方向のカキ白、内面は償位方向のカキ目を胞し、口縁部内外簡は航ナデを行う。焼成は良好

である。E-99は土師器型の底部で、丸味をもち、笹誌痕をもっ。 E-10lは広口の七師器、話。体

部中央部lζ政大佳があり、球形を呈する。頚部が fくjの字状を呈し段をもち、口縁部』ζ2-3

/ 

-
-
-
a
 

• ・・

第 148図 SI 182住居跡
m
i--

内

L
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条の段をもっ。外面体部は下方が縦{立方向、他は斜{立方向にきめ細かいへラミガキを施し、光沢が

みられる。内面は横位方向lζへラミガキを行う。口縁部{ま外面が倣ナデ、内面が椀他方向!Lきめ細

かいへラミガキを行う 。 器j~は体部中央音ISが一方 lζ服らみをみせているが、腹部が大きいために安

E- 94 

E-96 

て

¥J 

選弘
懇v

E- 100 

一/
何

義勢

E-100床I師出土

E- 94 -E-97 

E- 99-E-101 

カマド付近床面出土

E-98カマド出土

第 149図 SI 182住居跡出土造物
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o 10 cm 



定している。文、倫積み痕が観察される。色調は淡黄色で・黒斑がみられ、焼成良好である。底部iζ 木

葉痕をもっ。E-961ま須忠器台付境で、台部が欠損する。体部上方tζ大小 2条の予行沈線が巡らさ

れている。底部はロクロ使用によるナデを行い、切り緩しは不明である。色調は蹟灰色を呈し、焼

成良好である。内面底部iζ火ダスキが認められる。

(カマド出土}

E-981ま土師器鍵の底部である。外面はへラミガキを施しており、カキ目はみられない。内面は

横位方向、斜位方向iζハケ目を施す。焼成良好で、底部lζ笹築痕をもっ。

183住居跡〈第 150図、図版34)SI 

東西約 3.42m、南北約 3.08mの方形を呈し、壁高は約10cmを計る。カマドは-*壁北寄りに粘土

で機築されているが、遺存状態は良好でなく、北袖は良く焼け部分的に妓存するが、雨MIはほとん

ど残存しなし、。カマド内より炭化物、灰が

検出された。住穴はコ ーナ一部四隅iζ検出

され、-*辺iζ周溝が錨認された。方位は西

壁がほぼ南北を指している。

SI 183住居跡出土遺物

(第 1511乱図版93)

土師器、須恵器等が出土した。

(埋土出土)

E-103は土師詑鰍とJ'f;えられるが、破

片 2点を図上復元したものである。外面把

手部周辺lζはカキ目がみられ、体部下方は

ヘラケズリを行う。内面は縦位方向及び横

位方向1ζカキ 11を胞し、体部下方は峨位方

A
U
-
-‘
 

跡居住
内

a
h
6
 

n
b
 

102は須恵器E 向にのみカキ仁lを施す。

ル

メ- 103

:
:
:
:
:
陰
里

第 150区l

~ 
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SI 183住居跡出土造物

t(-。底部切り鍛しは回転へラ切り、無調態。

E- 103 

埋上出土

第 151図

E- I02、



民間)1こI!l人J と判読される，!，~.!}が認め

られる ~~)(色を'乏し 、焼成良好である。

SI 184住居跡 (第 152似|、l火|版35)

以州約 3.52m 、 I~Utは Jtlll1jが t刈 1旬以

外はので不lりlであるが、JjJf;を日する

と山、われる。慢高Ci約20cmをII~ る カ

マト (j.検rHされなか勺た。

SI 184住居跡出土遺物

1..師加盟の破片が埋上より倣J!.UIlI-.

しているが、凶ポしえなかった。

SI 185住居跡 (第 153側、以|版35)

!U ~4k{.) 3. 6 m、南北約3.9mの削丸

jjJf;を冠する。フランのみしかわから

ず、カマド、住穴は検出されはかった。

A.:住川跡はSD196滞状遺機、 SK197 

・198・199上検で切られている。}J

{伝は州I授が、jヒで凶iζ約20。傾いてい

る。なお、tl:l上遺物はなかった。

SI 186住居跡 (第 154図、図版27)

フランの一都しか検出されておらず、

また北東側大部分が調査区外のため不

明である。本住居跡は SD196 Ii制犬遺

例で切られている。なお、HI上)i'l物は

第 1521ヌJ S 1 184 W，lf跡
ト一一| ゴ

SI 185 

なかった。

SI 187住居跡 (第 155側、以|版36・37)
第 153凶 S1 1 85 H:l.I;跡 ト一一|一一ーイ

!U1'Ji約3.5m、南北約3.7 mのJjJf;を古し 、 壁高は尚慢がが~40cm 、 .!Ul世がkt-J20cmを，H・る。カマド

は、西n.t..lt寄りに粘土で織築され、Jt袖のみが銭:fi.する。，...t:(1:1，1;跡は火災を受けたと 27えられ 、 ~k

化"の散乱がおびただしL、。Jt.西噌は炭化材の遺必状態が良好で、Jtr者際 FICli手斧悩跡か明確

に伐る喰板の炭化材が砧たわり践(f.・していた。西埜はI壁板を峨lζ熔え、コーナ一部は幣阪を縦iζ掠

え、Jt唱は約 1m、西日創立約70cmのほぼ一定間隔で、徒約10cm胞の抗でJ!:めである。喰阪を止める

杭のヒットは明篠iζ倣泌され、俺約20cm-40cm、 床面からの深さが~55cm-65cmを汁り、杭の.(，(1 (lì0: 

みが炭化し、芯部は腐朽し'乍~，~とな っていた。東側中程iζは従約60cm程のピッ ト がみられる。

S I 1911UFi跡と!I!組関係にあり、ノド{t.lt跡が新しし、。万位は同盟が南北を指している。
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81 187住居跡出土遺物 (第 156、 157樹、凶版旬、94)

t師器、組込i皆、紙'(i、 上鋭、刀子、鉄3及、浮石、平瓦 (埋 u等が:1I1:した。

{埋土出土}

E 105、E-109、E-111、E- 113は土師器型であ

る。 E 105 はほffl~o E 109も底部で、ゆるく内湾しなが

ら也ち上る。次火熱を受け、外面の路A警は初l落し、部分的

lζカキIIが必められる。内IrTIは防{I'J.)j向iζカキ自を施す。 E

111 は外 Ill iが縦仰ノ~.I旬以び斜{す:.I./I:'J IC.カキUを施し、内1m

は紡・{υ~ÎÎ，)lc.tJ キ 11 を施す。 焼成良好で、煤状炭イ働側、t-1'"( 

がみられる。 E 113は外I耐が縦仲:}JII1]のカキ目、内而は償

似方':'Jのカキ11を施す。愉有iみ泌がIり11僚に観察きれる。淡黄

色を I~ し 、 焼IJxÞ!Hである。 E 114は上部iζ穿孔して供41;

JTIIζ したほイiである。 4rflI使HIしておりスベスベしている。

aMV 
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E 104 
E - 105 

E 107 
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113 埋l:fl¥上
110 カマド付近1111-. 

カγ ド出土

E - 108 

110 ε 111 

E 106 

E 109 

o 10 ClIl 
卜・ ;ι 一寸

第 156凶 SI 187住居跡出土遺物
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石賀は料色凝灰抗である。 E- 117

……4MEE 。-0 。
符しい。E- 119は鉄銚で、今体の

形成を践す釘茎払である。身(ま三角 QJE一 115
!~訟

J~状を呈 し耐平で、 茎は長く断面は E - 116 

柿附

(カマド付近出土)

E- 106、 E-107、 E-II0

は土slli揺型である。E-I06は底部

で、胎七lζ小石粒が多1.11ζ混入して

おり 、外面は小石粒が多IJtl泌ちたと

思われる痕跡がみられ、文、小石粒が

器面lζ掃出している。内面はカキ日

がみられるが良く研かれている。黒

鵠色を宝し、焼成良好で、煤状炭化

E - 114 

『込ユヱ互主宝平ロD

E - 117 

=コ

E -119 

撞織と込掛記週:

1 6  Eー 118 0 

E -1 14. E -1 15. 
E 117. E 119 
.I1l1上 111 上
E 118 
カマ ド付近IILI:
E 116 
カ マ ド111土

o 10 cm 
ト一一寸一一→

第 157図 SI 187住川跡tI¥土迫物

物の付イラがみられる。E-107は小型でf底郷の器肉が厚く 、体部は良く史ち上り、11縁部はゆるく

外反する。外面は縦位方向のカキ目、内面は櫛位方向のカキ討を胞す。外UIIの器控は、全体的に強

い火熱を受けて争IJ務している。色調は外面が赤燈色、内面が黒色及び以前色を呈し、焼成はやや弱

い。E-IIOは体部が丸味をも って立ち上り、頭部がゆるく外反する。外面の器墜は、全体的に制

定5し、一部分縦位方向にカキ目が認められる。色調は淡黄色及び略・補色を呈し、Il台上iζ小石粒が多

品iζ含まれる。焼成は良好で、煤状炭化物の付析がみられる。 E-104は須忠器台付J(.o1.伝部切り

縦しは回転へラ切り、高台を貼り付けた後』ζ周縁部にナデを行う。一次火然を受けたのか内外出iζ

黒色部分がみられる。背灰色を呈し、焼成良好である。 E-118は刀チの茎部及び/J身の一部であ

る。l孟は線区で鋳化が著しい。

(カマド出土)

Eー 108はカマド中から出土した小型の土師器塑である。底部より内向して立ち上.り 11松浦Hζ至

る。外而が縦位方向のカキ白、内面は航位方向のカキ白を施し、白紙部は肪ナデを行う。外[ljjの6';i

犠は、全体的lζ強い火熱を受けて一部恭IJ越している。 淡黄色を呈し、焼成は良好である。E-112

はカマド北袖に使悶された土師器型である。底部が砲神型を呈し内湾気味iζ立ち上り 、頭部が 「く」

の宇状iζ強く外傾する。体部外面は縦位方向のカキ目、底部は不定方向のカキ目を絡し、体部内面上

方は備位方向のカキ目、中央部は縦位方向のカキ目、底部は不定方向のカキ自を施す。日縁部内外

聞は儲ナデを行う。胎土、焼成共iζ良好で、輪松み痕が明瞭に観妻美できる。 E- 116は土錘である。
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81 189住居跡 (第 159図、凶版26)

必西約 4.16m、南北は不明であるが調査部

分から考えて方形を呈すると思われる。カマ O 

ド、柱穴は検出されず、5D194総跡で切られて I 
第 158函 51188住肘跡 l 

いる。方位は西壁がほぼ南北を指している。

81 189住居跡出土遺物

須恵器の破片が埋土より数点出土したが、

81 188住居跡 (第 158肉、凶版38)

南北約 2.74m、東西は東側が5D040 ~vt跡

で切られているため不明であるが、方形を呈

すると思われ 、 墜I~は約15cmを計る。カマド

は検出されなかった。柱穴は南西コーナ一隅

iζ l伺検出きれたが他iζは認められなし、。方

位は西墜が、Jtで*1ζ約13。傾いている。

81 188住居跡出土遺物

J~.師器製の破片ーが.t'Jl土より数lâ出上したが、

凶ぷしえなかった。

医l示しえなかった。

81 190住居跡 (第 160図)

51 191住居跡を掘り下げても、く段階で検

出した。カマド両袖が一部残存するのみで泊

存状態も良くなし、。住居跡のプラン寄与につい

ては不明である。

m
 

内
ノ
“

よ よ よ

81 190住居跡出土遺物 (第 161図、図版94) 。
土師器、須恵器等が出土した。 第 159岡 51 189住凶跡 l

(カマド出土)

E-121 は際文式土器と酷似する遺物で、本遺跡1[.於いては 1!誌のみのtH土である。E-122は

rt縁部から頭部にかけて段を街する上師詩型である。 E - 1 20 は~Jl忠掠J(-の!応部で、切り縫いま1"1

転糸切り、無調整である。灰色を呈し、胎土iζ小石粒を少々含み、焼成良好で、火ダスキがみられ

る。

81 191住居跡 (第 160図)

西鐙は 51187住肘跡で切られており 、南北約 4.7mを計り不整方形を呈する。壁1誌は約70cmもjI・

り、上面iとは51190住居跡のカマドが検出された。周溝、柱穴、カマドは認められない。方位は、
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SI 187 

，，， 
m
 

q
〆“

あ 160txJ S I 190・191(tJ，I;跡

理
v
E

，，，ー
ヱ
一γyE

一ゐ
齢
ゆ

一
上師6~・鐙の敏Ji-か!lp' 1:より E-120-E-122 カマト 11¥r. 

数J.'，i. II : 卜.したが 、 似I /J~ しえは

かった。 ~ 1611火I51 190 H.J，t;跡11¥r.泊物

o 10 cm 

，--__Lーι」

SB 192 t.屈立柱建物跡 C!n1621ヌ|、以|版41) 

外i側は川代以外のために 、 ill物鋭棋はノドDJI である。 総tlill物跡で 、 n火 {士i世35cm-40cm、 j策 ~30

cm-60cmをJ る。 H:γ タリ Ij:lì(~，æできなかった。 SI 183 {u日;跡と，n ~!lしており、内 I(ti側fHtll l l J::Jの

純火は、カマド除L後iζ検111した。

SD 193・195溝状遺徳 (第 1051刻、凶版40)

SO 193・195滅状追'"は ・辿のもので、肘を綴り Fげる段階で打 H't.ii"lがずれて倹11¥された 相

!i約20cm-40cm、深さ20cm-30cmもd-り、約2m間隔で股火が.2められた 件火{主任約20cm、深さ

約40cmをJり、作アタリはほとんど限必できなかった。本;滞状遺備はIHI;併をi印刷むようは状態で

検HI され、.J，~n以外である*側iζgびる。

なお、治問状i}lから邸宅・して倒タtJのnj能性が強い。
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SD 193湾状遺情出土遺物 (第 163凶、凶版94)

，Illl 1:11: 1..の内!.t¥J二師掠J(、である。 体部外面中央部iζ段を(iし、対応する

内IflI1乙事干し、くびれか.aめられ、).11涯を苫する。外由.は段を岐にして卜jjか

陥ナテ、 ドノ'j&ひ(lim)，まへラミカ'キを施す。内面はへラミガキを施す。lIfi

1: 、 ~UJJUtlζ良好である。

SD 195滞状遺締出土遺物 (第 163凶)

服部切り自慢しは11村iJ_;へラ切り 、熊調整の須恵器Iれである。山灰色をaga-し、

Jlfi 1: Iζ砂粒、 小イ i*iLを多MIζ合み、 ~t成良好である。

SD 194滞状遺梅 (那 1051ヌ|、 似|版40)

SD 193il~状j創的のけJ側約 2mを、随行してAよる 。 十l:火は i司i分的にのみ検11: された。 SD 193・195

滅状.i1'HlIとIIIJ織の性怖をもっとJ5・えられるが、雨側をl尚したかについては判然としはい。

E 123 SD 19311:1 .. 

E 124 SO 19411¥上

o 10 cm 

し ム一一一ゴ
訊 1631><1 SD 193・

195 ~削火地的 I l\ 1..遺物

SD 196滞状遺栂 <m1051χ1> 

3~倹/1:δ れ、 If(~がみられる。 制約20cm-40cm、 深 δ約20cmを..1. り 、 l条1(liイミi.E1::J阪にi壬約

20cru 、 n:~約30cmのtl:火が検出された。

SK 197土 績 {第 1611火1>

柿P~Jt;を日し、 ヒ y ト状iζ2 ケ所泌ち込む。深さは約30cm、北側か約 15cm i:-，j~ る

SK 198・199土 績<m164凶)
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